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Ⅰ 教育委員会の事務執行にかかる点検・評価 

１ 趣旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改正により、平成２０年４月か

ら、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点

検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとともに公表

することが規定されました。また、点検・評価を行うにあたり、学識経験者の知見

の活用を図ることとされました。 
  この規定に基づき、佐倉市教育委員会の平成２９年度における事務の管理及び執

行の状況について点検・評価し、報告するものです。 
 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員

等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を

行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなけれ

ばならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関して学識経験を有す

る者の知見の活用を図るものとする。 
 

２ 点検・評価の方法 

  佐倉市教育委員会では、「佐倉教育ビジョン」及び「佐倉教育ビジョン推進計画」

に基づき毎年度の教育目標及び施策の内容を定め、ホームページ及び教育要覧「佐

倉の教育」等で公表しています。 
  また、これらの教育目標及び施策の取組について、部内及び各課の課題や問題点

の共有化を図り、各課が連携・協力して事業の着実な推進ができるよう、佐倉教育

ビジョン推進調整会議を実施しています。 
  点検・評価の方法として、佐倉教育ビジョン推進調整会議で取り上げている重点

事業の概要、計画、進捗状況、課題・今後の対応等について、教育委員会事務局の

自己評価による点検・評価を行い、事業評価シートを作成しました。その他の通常

事業についても、全事業の内容を点検し、自己評価（Ａ~Ｄ）を付しました。 
その結果について、以下の学識経験者３名から意見・助言をいただき、今後の教

育行政に活かしていくこととします。 
   
 【学識経験者】 
  ● 小原 利光 氏   元佐倉市立小学校長・中学校長 

  ● 新谷 俊文 氏   元佐倉市教育委員会教育次長 

  ● 小林 百代 氏   元佐倉市立小学校教諭・元佐倉市社会教育指導員 
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Ⅱ 平成２９年度教育委員会事業の実績・成果 

１ 教育委員の活動実績 

平成２９年度の教育委員会会議は、定例会を１２回、臨時会を１回開催しました。

会議の議案は、教育行政の基本方針２件、予算５件、附属機関委員等の委嘱１２件、

条例・規則等の制定・改正１１件、人事関連１件、教育功労者の決定１件、その他

３件となっています。 
また、教育委員会主催事業への参加、学校訪問により、教育に関する意見や要望

等の把握に努めるとともに、県等が主催する研修会や視察に積極的に参加し、資質

の研鑽を図り、教育の現状や時代の要請にあった教育行政の推進を図りました。 
教育委員会会議のほかに参加した行事としては、視察・訪問・参観８件、教育委

員会連絡協議会・研修等４件、表彰関係２件、その他行事・会議等２５件となって

います。※詳細は「Ⅲ 教育委員の活動状況」によります。 

２ 基本方針に基づく各施策の主な実績・成果と今後の展望 

  「佐倉教育ビジョン」（平成２３年度～３２年度）に基づき策定した「佐倉教育

ビジョン前期推進計画」（平成２３年度～２７年度）はその計画期間を終え、続い

て策定した「佐倉教育ビジョン後期推進計画」（平成２８年度～３１年度 ）が始

まりました。計画２年目として施策目的の達成に向け、事業の進捗管理を行いなが

ら、効果的な事業実施と佐倉の教育の充実に努めています。 
 佐倉教育ビジョンにおいて体系化している、以下の「４の基本方針」・「８の施

策」に沿って、主な成果と今後の展望を記述します。 
   
【基本方針１ 地域の教育力のさらなる向上と市民参加の促進をめざす】 
 施策１ 地域の教育力の向上をはかります 
  児童生徒の安全を見守るアイアイプロジェクトについて、ボランティアの参加実

績は昨年度に引き続き１万人を超えました。また、学校評議員会議、学校運営委員

会、教育ミニ集会の開催により、地域に開かれた学校づくりを推進しました。学校

運営委員会では、新たに上志津中学校が設置・会議開催に至りました。小学生の交

流合宿では、他地区・異年齢の児童や地域の方々が、様々な活動を通し交流を深め

ました。定員を大きく上回る応募があるなど、好評な事業となっています。さらに、

子育て理解講座を市内の全中学校で実施し、家庭教育の大切さを感じてもらうこと

ができました。市民カレッジやコミュニティカレッジさくらでは、社会教育事業の

推進を図るとともに、新しい佐倉の人づくり、地域づくりとして、地域で活動する

人材の育成をめざして事業を実施しています。 
今後とも、地域の方々の学校活動参加、子どもたちの体験学習や世代間交流、家

庭教育、社会教育機能の充実など、学校・家庭・地域が連携を図りながら、地域の

教育力のさらなる向上をめざした事業を推進していきます。 
 

 施策２ “佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります 

  佐倉市教育の日関連事業としての教育懇話会や市民学習発表会のほか、市民文化

祭、市民読書感想文集の発行などにより、佐倉の教育への市民参加の促進を図りま
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した。市民文化祭では、芸術文化団体が団結・協力する中で催しを展開しました。

また、「佐倉の教育」や「公民館だより」等、広報紙やホームページを活用しなが

ら、教育情報の提供に努めました。 
今後とも、事業内容の周知と情報提供を積極的に行い、市民が主体的に参加でき

る機会を提供できるよう努めていきます。また、教育活動団体を育成・支援すると

ともに、市民・ボランティア団体等が、学習や教育活動に参加できる環境づくりと

支援体制の整備に努めます。 
   
【基本方針２ 豊かな心と学ぶ喜びに満ちた学校教育をめざす】 

 施策３ 確かな学力の向上をはかります 
佐倉市独自の学習状況調査を実施し、分析・考察結果を各学校へフィードバック

することで、指導方法の改善に役立てました。また、研究モデル校を指定し、各種

課題について実践研究を進める中で、指導の内容や方法の改善などに取り組みまし

た。また、就学援助として、就学に必要な経費を援助することで、学校生活の支援

を図りました。今年度は、新入学学用品費の支給単価の増額や入学前支給といった

制度拡充を行いました。弥富小学校では小規模特認校として市内全域から児童を受

け入れ、きめ細かな指導及び地域と連携した特色ある教育活動を推進しました。ま

た、教育委員会訪問を実施し、各学校の学校経営の改善に努めました。 
  「確かな学力」を身につけることは、子どもたちの「生きる力」を育む一つの大

きな柱となります。今後とも、将来にわたって学習し続ける意欲や態度を身につけ

られるよう、事業を推進していきます。 
 
 施策４ 豊かな心と丈夫な体の育成をはかります 

  道徳副読本「佐倉の道徳」や道徳教材検討委員会で検討・改善を重ね作成した道

徳教材を活用した道徳授業を全小中学校で行いました。また、中学生平和使節団を

長崎市へ派遣し、平和教育を推進するなど、心の教育の充実を推進しました。特別

支援教育では、幼児児童生徒の実態を把握し、個別の指導計画を作成するとともに、

支援員を適正配置し、きめ細かな支援を行いました。教育相談に関しては、適応指

導教室における不登校児童生徒の居場所づくりと学校復帰支援を行うとともに、学

校教育相談員や心の教育相談員による相談活動などを通して、児童生徒・保護者の

不登校やいじめの不安、悩み等への未然防止・早期対応に努めました。また、いじ

め防止サミットや人権集会を通じ、子どもたちの人権意識の高揚に努めました。学

校給食においては、佐倉らしさを活かした「津田仙ゆかりのメニュー」や「お殿様

献立」、地場産物生産者との交流会等の実施など、特色ある食育を実施しました。 
今後とも、道徳・読書・音楽・美術等における各事業を実施し、情操や徳性を養

うことにより「豊かな心」を育んでいきます。また、学校給食を活かした食育や健

康指導の実施とともに、体力向上をめざして「健やかな体」を育んでいきます。 
 
【基本方針３ 郷土への愛着を育み、進取の精神による新しい文化の創造をめざす】 

 施策５ 「佐倉学」の推進をはかります 

  学校教育では、全小中学校で教育課程に「佐倉学」を位置付けています。佐倉学

副読本「ふるさと佐倉の歴史」等の関係資料を活用した授業や施設見学などを実施

するとともに、希望校を対象に第１回「佐倉学検定」を実施しました。社会教育で
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は、社会教育課、公民館等を中心として、「リレー講座」「総武本線《佐倉-銚子

間》開業 120 周年記念事業」など、地域ならではの特色ある講座等を実施しまし

た。さらに、佐倉・城下町 400 年記念事業のまとめとして、「城と町と人と」展

（シンポジウム、佐倉城 CG 映像の上映等）を開催しました。 
佐倉の歴史・自然・文化を教育資源とする「佐倉学」を学校の授業や公民館の学

習講座などで幅広く取り上げることで、郷土に対する誇りや愛着心を育み、市民が

地域づくりへ主体的に参加していくようになることを目指していきます。 
   
 施策６ 新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります 

  文化財普及事業として、文化財施設特別公開、歴史講演会、甲冑試着会等を開催

し、多くの参加者がありました。市民文化資産については、「瑞湖山円応寺 臼井

八景発祥の地」、「並木町の御神酒所」など多くの案件が選定に至りました。井野

長割遺跡について、国指定史跡として適切な維持管理を行いつつ、井野小学校と連

携し土器制作体験を行うほか、歴史の追体験ができるような体験型講座の充実を図

りました。さらに、女子美術大学との連携協定に基づくワークショップや講演会、

自転車や根付という新たな対象を取り上げた企画展の開催など、様々な文化財の保

全・活用、及び芸術文化・国際交流に係る事業等を推進しました。 
  今後とも、市民や子どもたちが「歴史、自然、文化・芸術」など、佐倉の持つ魅

力に触れて郷土愛を育み、新たな佐倉の魅力を発見できるよう、情報発信のほか、

各種講座及び展覧会を開催していきます。また、市民の芸術・文化などへの関心を

高めるとともに、異文化理解などを通して国際的な感覚を磨き、多才な人材の育成

を目指していきます。  
   
【基本方針４ 教育環境を整え、多様な学習機会の提供をめざす】 

 施策７ 安心して学べる教育環境の整備をはかります 

  学校施設の安全性向上のため、井野小学校及び佐倉東小学校において体育館屋根

等落下防止対策事業を実施し、完了に至りました。また、普通教室等への空調設備

導入に向け、調査支援業務を開始しました。このほか、佐倉小学校のグラウンド改

修や各学校のパソコン機器等の配備・更新など、教育環境の向上を図りました。ま

た、児童生徒の通学路の安全確保のため、青色回転灯装着車を用いた委託警備業者

や教育委員会事務局職員による巡回パトロールなどを行いました。 
  今後とも、子どもたちが安全かつ安心して学習ができるよう、教育環境の整備充

実に努めていきます。 
 
 施策８ 様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります 

  学校開放については、スポーツや学習等の場として学校施設を開放することによ

り、市民の健康増進や教養の向上に寄与しました。このほか、人権教育講座の開催、

美術館によるボランティアと連携したアートプロジェクト「ミテ・ハナソウ」の実

施、公民館による多様な学習の場の提供など生涯学習の推進を図りました。また、

老朽化した佐倉図書館について、調整会議を重ねる中で、（仮称）佐倉図書館等新

町活性化複合施設としてその整備に向けた基本構想・基本計画を取りまとめました。

今後は、整備に向けた設計業務や、維持管理に関する検討などを進めていきます。 
今後とも、公民館等の社会教育施設としての機能や他団体との連携、事業内容等

の充実とともに、施設の機能維持、学習環境の整備を進めていきます。
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Ⅲ 教育委員の活動状況 

１ 教育長及び教育委員選任状況 

  平成２８年１０月２日から、改正後の地方教育行政の組織及び運営に関する法律

に基づく新体制に移行し、教育委員会は教育長及び教育委員をもって組織され、合

議により基本方針を決定し、その方針の決定を受け、教育委員会の代表者である教

育長が事務局等を指揮監督し、事務執行することとなっています。 
 

役職名 氏 名 任 期 就任日 

教育長 茅野 達也 平成 28 年 10 月 2 日 
～平成 31 年 10 月 1 日 

【教育長】 
平成 28 年 10 月 2 日

【委 員】 
平成 25 年 4 月 1 日

教育長職 
務代理者 関山 邦宏 平成 26 年 10 月 2 日 

～平成 30 年 10 月 1 日 平成 5 年 6 月 8 日

委 員 田邉 俊彦 平成 25 年 6 月 30 日 
～平成 29 年 6 月 29 日 平成 21 年 6 月 30 日

委 員 � 谷 義範 平成 29 年 10 月 6 日 
 ～平成 33 年 10 月 5 日 平成 21 年 10 月 6 日

委 員 熊倉 夏子 平成 28 年 10 月 1 日 
 ～平成 32 年 9 月 30 日 平成 28 年 10 月 1 日

委 員 小菅 広計 平成 29 年 6 月 30 日 
～平成 31 年 9 月 30 日 

平成 29 年 6 月 30 日

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

  教育委員会会議には、原則として毎月第３水曜日に開催される定例会と、必要に

応じて開催される臨時会があります。 
会議は公開していますが、人事案件等議題によっては非公開となります。会議録

については市政資料室に配架するとともに、会議録概要版を各公民館・図書館で閲

覧できるほか、ホームページにおいても公開しています。  
 

日時及び時間 議          題 
傍聴

人数

4月19日(定例) 

14:00～15:25 

第 1号 
佐倉市教育委員会職員人事評価規程の一部を改正する訓令の制定につい

て（可決） 

2 第 2号 
佐倉市立幼稚園園児保育料の減免措置に関する規則の一部を改正する規

則の制定について（可決） 

第 3号 佐倉市立美術館運営協議会委員の委嘱について（可決） 

5月17日(定例) 

14:00～15:03 

第 1号 平成２９年度佐倉市教育費６月補正予算について（可決） 

2 

第 2号 佐倉市学校評議員の委嘱について（可決） 

第 3号 佐倉市学区審議会委員の委嘱について（可決） 

第 4号 佐倉市教育支援委員会委員の委嘱について（可決） 

第 5号 佐倉市社会教育委員の委嘱について（可決） 

第 6号 佐倉市立公民館運営審議会委員の委嘱について（可決） 
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6月21日(定例) 

14:00～15:35 

 議決事項なし 

3 協議 1 教育委員会の事務執行にかかる点検評価報告書について 

協議 2 
「佐倉市使用料・手数料の見直しに関する基本方針」に基づく見直し検

討について 

7月19日(定例) 

15:00～16:25 

第 1号 教育委員会の事務執行にかかる点検評価報告書について（可決） 

1 

第 2号 平成３０年度使用教科用図書の採択について（可決） 

協議 1 
旧堀田邸、佐倉順天堂記念館及び武家屋敷の入館料等に関する条例の一

部改正について 

協議 2 佐倉市武家屋敷の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

協議 3 佐倉市民音楽ホールの設置及び管理に関する条例の一部改正について 

協議 4 佐倉市立美術館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

8月16日(定例) 

14:00～14:53 

第 1号 平成２９年度佐倉市教育費８月補正予算について（可決） 

2 

第 2号 
旧堀田邸、佐倉順天堂記念館及び武家屋敷の入館料等に関する条例の一

部を改正する条例について（可決） 

第 3号 
佐倉市武家屋敷の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて（可決） 

第 4号 
佐倉市民音楽ホールの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について（可決） 

第 5号 
佐倉市立美術館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて（可決） 

9月20日(定例) 

14:00～15:22 

第 1号 平成２９年度佐倉市教育功労者表彰について（可決） 

0 協議 1 佐倉市武家屋敷の管理及び運営に関する規則の一部改正について 

協議 2 
旧堀田邸、佐倉順天堂記念館及び武家屋敷の入館料等に関する条例施行

規則の一部改正について 

10 月 18 日 

(定例) 

14:00～15:06 

 議決事項なし 

0 
協議 1 佐倉市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

11 月 15 日 

(定例) 

14:00～15:25 

第 1号 平成２９年度佐倉市教育費１１月補正予算について（可決） 

18 

第 2号 佐倉市学区審議会委員の委嘱について（可決） 

第 3号 佐倉市学校歯科医の委嘱について（可決） 

第 4号 
佐倉市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例につ

いて（可決） 

第 5号 
佐倉市武家屋敷の管理及び運営に関する規則の一部を改正する規則の制

定について（可決） 

第 6号 
旧堀田邸、佐倉順天堂記念館及び武家屋敷の入館料等に関する条例施行

規則の一部を改正する規則の制定について（可決） 

12 月 20 日 

(定例) 

14:00～15:38 

 議決事項なし 

2 

協議 1 平成３０年度佐倉市教育費当初予算について 

協議 2 佐倉市立公民館の管理運営に関する規則の一部改正について 

協議 3 
佐倉市文化振興のための基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部

改正について 

1月 17日 

(定例) 

14:00～14:53 

第 1号 平成３０年度佐倉市教育費当初予算について（可決） 

3 
第 2号 

佐倉市文化振興のための基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部

を改正する条例について（可決） 

2月14日(臨時) 

15:30～16:29 

第 1号 平成２９年度佐倉市教育費２月補正予算について（可決） 

0 
協議 1 

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設の整備に向けた「基本構想・

基本計画」(素案)について 
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2月21日(定例) 

14:00～15:46 

第 1号 佐倉市学校歯科医の委嘱について（可決） 

3 

第 2号 
佐倉市立公民館の管理運営に関する規則の一部を改正する規則の制定に

ついて(可決) 

協議 1 
佐倉教育ビジョン後期推進計画（平成 28年度～平成 31年度）の改訂に

ついて 

協議 2 平成３０度佐倉市教育施策について 

3月 14日 

(定例) 

14:00～15:35 

第 1号 
佐倉教育ビジョン後期推進計画（平成 28年度～平成 31年度）の改訂に

ついて（可決） 

0 

第 2号 平成３０年度佐倉市教育施策について（可決） 

第 3号 佐倉市学校教育相談員の委嘱について（可決） 

第 4号 佐倉市社会教育指導員の委嘱について（可決） 

第 5号 
（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設の整備に向けた「基本構想・

基本計画」について（可決） 

第 6号 佐倉市文化財審議会委員の委嘱について（可決） 

第 7号 佐倉市教育委員会事務局職員等の人事異動について（可決） 
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３ 教育委員の活動状況 

  教育委員は、毎月の定例教育委員会会議のほか、主催行事、学校訪問等に出席し

ています。また、所属する印旛地区教育委員会連絡協議会（印教連）、千葉県市町

村教育委員会連絡協議会（千教連）、関東甲信越静市町村教育委員会連合会等で行

われる各総会・研修会等に参加し、幅広い識見を養い、資質の向上に努めています。 
 
月 日 内容 場所 

4 

19 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

19 武家屋敷・佐倉美術館視察 武家屋敷・佐倉市立美術館 

25 印教連定期総会 成田市役所 

5 

10 教科用図書印旛採択地区協議会 富里市すこやかセンター 

17 教育委員会学校訪問 井野中学校 

17 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

23 千葉県市町村教育委員会連絡協議会総会 茂原市民会館 

26 関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会 神奈川県大和市 

6 

21 学校巡回音楽鑑賞会 佐倉市民音楽ホール 

21 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

21 教科書展示視察 佐倉市立中央公民館 

7 

3 佐倉市校長会研修視察 佐倉高等学校 

7 教科用図書印旛採択地区協議会 富里市すこやかセンター 

19 第 1回総合教育会議 佐倉市役所 

19 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

8 

1 佐倉市スクールガードフォーラム 佐倉市立中央公民館 

8 佐倉市教職員実践研究発表会 国立歴史民俗博物館 

8 佐倉市教育センター等報告会 国立歴史民俗博物館 

16 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

18 佐倉市教育講演会 国立歴史民俗博物館 

9 20 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

10 

7 教育懇話会 佐倉中学校 

18 教育委員会学校訪問 弥富小学校 

18 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

25 道徳研修会 佐倉東中学校 

27 市民文化祭小中体育大会 岩名運動公園陸上競技場 
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11 

3 佐倉市教育功労者表彰式 佐倉市役所 

7 佐倉市子供議会 佐倉市役所 

8 市町村教育委員会研究協議会第１ブロック 茨城県つくば市 

10 印教連研修視察 栄特別支援学校・JRA競馬学校

11 教育懇話会 井野中学校 

13 第 1回教育長・教育委員研修会 千葉県総合教育センター 

15 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

25 学社連携市民学習発表会 佐倉市立美術館 

12 

6 寺崎小学校公開授業 寺崎小学校 

20 教育委員会学校訪問 西志津小学校 

20 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

1 

8 成人式 佐倉市民音楽ホール 

17 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

20 高円宮家所蔵「根付展」記念講演会 佐倉市民音楽ホール 

25 市町村教育委員会研究協議会 文部科学省（霞ヶ関） 

27 佐倉市楽しい科学教室 志津コミュニティセンター 

2 

14 第 2回総合教育会議 佐倉市役所 

14 臨時教育委員会会議 佐倉市役所 

21 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

21 佐倉市学校教育表彰候補者審査会 佐倉市役所 

3 

10 佐倉・城下町 400 周年記念事業「武家の弓術・刀術演武会」 佐倉城址公園本丸跡 

13 市内中学校卒業式 各中学校 

14 定例教育委員会会議 佐倉市役所 

16 市内小学校卒業式 各小学校 

17 学校教育表彰式 佐倉市役所 

25 佐倉朝日健康マラソン大会 岩名運動公園 
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Ⅳ 教育ビジョンに基づく施策内容の点検・評価 

１ 佐倉教育ビジョン及び佐倉教育ビジョン推進計画 

佐倉市では、平成１５年４月『佐倉教育ビジョン』を策定し、中長期的な視点に

立って佐倉の教育の指針となる基本理念や施策の方向性を示しました。この計画期

間は平成２２年度で終了し、平成２３年度からは「魅力ある佐倉の人づくり 地域

づくりをめざして」をテーマとした新たな『佐倉教育ビジョン』（平成23年度～32

年度）をスタートさせました。 
この新たな佐倉教育ビジョンに基づき、平成２７年度には「佐倉教育ビジョン後

期推進計画」（平成28年度～31年度）を策定し、前期の推進計画（平成23年度～27
年度）を引き継ぎながら、教育ビジョンに掲げる基本理念や基本施策等をさらに推

進するため、個別・具体的な教育施策を設定しました。 

この推進計画において設定した、重点的に進める事業については、「佐倉教育ビ

ジョン推進調整会議」を開催し、四半期ごとに進捗管理を行い、教育委員会内での

連携、課題の共有化を図り、着実かつ効果的な事業展開を進めています。 
本計画を通じて、市民の皆様の御理解と御協力をいただきながら、学校や家庭、

地域社会とともに手を携え、時代の要請に応じた、より質の高い「佐倉ならではの

教育」をめざしています。  
 
 ◆基本理念 

      ↓『よく学び、自ら考え進んで行動し、生きる喜びを分かち合う、心豊かな市民をめざす 

↓ 〝佐倉の教育〟の実現』 

↓ 

↓［めざすべき佐倉市民像］ （１）佐倉に誇りと愛着を持つ人 

      ↓             （２）よく学び、自ら考え進んで行動する人 

      ↓             （３）豊かな心と創造力に富む人 

      ↓ 

      ◆基本方針 

      ↓〔１〕地域の教育力のさらなる向上と市民参加の促進をめざす 

      ↓〔２〕豊かな心と学ぶ喜びに満ちた学校教育をめざす 

      ↓〔３〕郷土への愛着を育み、進取の精神による新しい文化の創造をめざす 

      ↓〔４〕教育環境を整え、多様な学習機会の提供をめざす 

      ↓ 

      ◆施策 

       （１）地域の教育力の向上をはかります 

       （２）“佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります 

（３）確かな学力の向上をはかります 

（４）豊かな心と丈夫な体の育成をはかります 

（５）「佐倉学」の推進をはかります 

（６）新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります 

（７）安心して学べる教育環境の整備をはかります 

（８）様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります 

 

- 10 -



２ 教育ビジョンに基づく施策（事業）の点検・評価 

 教育ビジョンに基づく施策のうち、重点とする２４事業については、佐倉教育ビジ

ョン推進調整会議で進捗管理を行い、「事業評価シート」を作成しました。 
  また、その他の通常事業８４事業を含め、全１０８事業の内容を点検し、自己評価

（Ａ~Ｄの４段階）を付しました。（このほか、平成２８年度をもって事業完了した

ことにより評価の記載がない通常事業１事業があります。） 
 
【自己評価基準 及び 評価集計】 

  以下の評価基準を基に、事業の進捗・実績を検証し、自己評価を実施しました。 
内容成果の質を評価する「質的評価」と、数値目標に対する実績数値を評価する

「数的評価」を行い、その結果の組み合わせにより「総合評価」をまとめています。 
「総合評価」の考え方として、「数的評価」は事業の一側面のみを表現するもので

あり、目標値の設定次第で変動し得るため、「質的評価」を優先される主評価とし、

「数的評価」を参考補助評価として扱っています。 
 
①≪質的評価≫ 

◎施策目的の達成に向けて、２９年度事業の内容・成果を質的に点検し、以下の

どの項目に該当するかで判断し、Ａ～Ｄで評価しました。 
評価 評価基準 該当項目（判断例） 割 合

重点事業 通常事業 合 計

Ａ 優良 

優良と評価を得うる下記の項目例の 
いずれかを実現した場合（またはそれに
類する場合） 
●新たな取り組み。 
●新たな事業内容改善。 
●市民サービスの質的向上。 
●困難な懸案事項の解消。 
●佐倉市の特色を生かした事業展開と 
顕著な事業成果。 

●住民・対外要望の達成。 

75.0％ 
(18 事業)

47.6％
(40 事業)

53.7％ 
(58 事業) 

Ｂ 概ね良好
●内容成果が例年と同程度。 
●概ね計画通りの内容成果。 

25.0％ 
(6 事業) 

52.4％
(44 事業)

46.3％ 
(50 事業) 

Ｃ やや低調
●内容成果が計画を少し下回り、やや低
調であるが、今後、努力して継続して
いくべき事業。 

0.0％ 
(0 事業) 

0.0％ 
(0 事業) 

0.0％ 
(0 事業) 

Ｄ 低調 
●施策目的の達成・成果が見込みがたい。
●改善すべき問題点が多い。 
●市民サービスが質的に低下した。 

0.0％ 
(0 事業) 

0.0％ 
(0 事業) 

0.0％ 
(0 事業) 

［評価結果概要］ 
 ○重点事業及び全体では、Ａの割合が最も多くなっています。重点事業には、佐

倉ならではの施策も含まれており、特に力を入れて取り組むとともに、進捗の管

理と見直しを行いながら、充実を図っています。通常事業では、Ｂの割合が最も

多くなっています。いずれの事業もＣとＤはありません。各事業とも計画に沿っ

て、概ね順調に進捗しています。 
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②≪数的評価≫ 

◎２９年度事業の数値目標に対する達成率により、Ａ～Ｄで評価しました。 
評価 評価基準 割 合

重点事業 通常事業 合 計

Ａ 目標達成率が 100％以上 87.5％
(21 事業) 

85.7％
(72 事業)

86.1％
(93 事業)

Ｂ 目標達成率が 75%以上 100％未満 12.5％
(3 事業) 

14.3％
(12 事業)

13.9％
(15 事業)

Ｃ 目標達成率が 50%以上 75%未満 0.0％
(0 事業) 

0.0％
(0 事業) 

0.0％
(0 事業) 

Ｄ 目標達成率が 50%未満 0.0％
(0 事業) 

0.0％
(0 事業) 

0.0％
(0 事業) 

［評価結果概要］ 
○重点事業・通常事業とも、Ａの割合が最も多くなっています。ＣとＤはなく、

各事業とも目標値を概ね達成しています。 
○前年度に比べ、Ａ評価の数が重点事業で６事業、通常事業で５事業増えており、

多くの事業で数値目標を達成することができました。 
 
③≪総合評価≫ 
◎２９年度事業の自己点検評価を、以下の質的評価と数的評価の組み合わせにより、

Ａ～Ｄで評価しました。 
総合評価 質的評価 数的評価 

割 合 
重点事業 通常事業 合 計

Ａ 優良 Ａ Ａ，Ｂ 
75.0％
(18 事業)

47.6％ 
(40 事業) 

53.7％
(58 事業)

Ｂ 概ね良好 
Ａ Ｃ 25.0％ 

(6 事業) 
52.4％ 
(44 事業) 

46.2％
(50 事業)Ｂ Ａ，Ｂ，Ｃ 

Ｃ Ａ 

Ｃ やや低調 
Ａ，Ｂ Ｄ 0.0％ 

(0 事業) 
0.0％ 
(0 事業) 

0.0％ 
(0 事業) Ｃ Ｂ，Ｃ 

Ｄ Ａ，Ｂ 

Ｄ 低調 
Ｃ Ｄ 0.0％

(0 事業) 
0.0％ 
(0 事業) 

0.0％
(0 事業) Ｄ Ｃ，Ｄ 

［評価結果概要］ 
○重点事業及び全体ではＡの割合が最も多く、通常事業ではＢの割合が最も多く

なっていますが、いずれの事業もＣとＤはありません。各事業とも概ね順調に進

捗しています。 
 
【自己評価のまとめ】 

 教育ビジョン後期推進計画が平成２８年度からスタートし、その２年目の年として、

各施策とも概ね順調に進めることができました。特に数的評価では、前年度のＢ評価

からＡ評価に転じたものも多くあり、後期推進計画の施策目的の達成に向けて前進す

ることができました。 
 重点事業、通常事業とも佐倉の特色や独自性を活かした事業が多く存在します。今

後とも、佐倉ならではの教育を推進するとともに、課題を捉え、常に工夫や改善を試

みながら継続的に事業を実施することにより、佐倉の教育全体がさらに充実したもの

となるよう努めていきます。  
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※
事

業
名

先
頭

の
◎

は
重

点
事

業
、

☆
は

新
規

事
業

（
後

期
計

画
期

間
中

に
新

設
し

た
事

業
）

【
施

策
１

】
　

地
域

の
教

育
力

の
向

上
を

は
か

り
ま

す

質
的

数
的

総
合

　
①

 地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

1
◎

ア
イ

ア
イ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
の

推
進

学
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

者
1
0
,0

0
0
名

1
0
,0

2
1
名

ガ
ー

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

地
域

団
体

に
よ

る
登

下
校

見
守

り
活

動
、

交
通

安
全

指
導

で
は

、
学

校
と

地
域

が
積

極
的

に
連

携
し

、
継

続
的

に
活

動
を

行
っ

た
。

2
◎

学
校

運
営

委
員

会
を

活
用

し
た

開
か

れ
た

学
校

づ
く

り
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

学
校

運
営

委
員

会
設

置
数

9校
9
校

新
た

に
設

置
さ

れ
た

上
志

津
中

を
含

め
た

9
校

に
お

い
て

、
会

議
及

び
活

動
を

計
画

的
・
組

織
的

に
実

施
し

、
保

護
者

や
地

域
と

の
連

携
を

推
進

し
た

。
子

ど
も

た
ち

の
安

全
確

保
、

学
校

の
環

境
整

備
等

を
行

っ
た

。

3
学

校
評

価
の

実
施

学
務

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

学
校

評
価

公
開

全
校

実
施

34
校

3
4
校

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

各
学

校
で

教
育

活
動

の
点

検
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

学
校

だ
よ

り
等

で
公

表
し

た
。

4
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

の
推

進
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
教

育
ミ
ニ

集
会

全
校

実
施

3
4
校

3
4
校

教
育

ミ
ニ

集
会

や
学

校
評

議
員

会
議

を
全

小
中

学
校

で
開

催
し

、
家

庭
・
地

域
と

緊
密

に
連

携
し

た
、

地
域

に
開

か
れ

た
学

校
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

　
②

 地
域

と
の

つ
な

が
り

や
連

携
の

推
進

5
◎

地
域

性
を

活
か

し
た

児
童

交
流

の
推

進
社

会
教

育
課

Ａ
Ａ

Ａ
交

流
合

宿
参

加
児

童
数

　
60

名
6
4
名

市
内

全
対

象
児

童
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

等
に

よ
り

応
募

者
は

1
0
0
名

を
超

え
た

。
他

地
区

、
異

年
齢

の
児

童
、

協
力

者
が

触
れ

合
い

、
交

流
を

深
め

た
。

6
ス

ク
ー

ル
メ

ー
ル

の
導

入
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
登

録
率

10
0%

3
4
校

/
3
4

校
携

帯
メ

ー
ル

配
信

を
活

用
し

、
不

審
者

情
報

や
、

荒
天

時
登

下
校

・
学

校
行

事
等

の
情

報
を

提
供

し
た

。
全

小
中

学
校

で
登

録
が

行
わ

れ
た

。

7
宿

泊
体

験
事

業
（通

学
合

宿
）の

実
施

社
会

教
育

課
・

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

実
施

校
小

学
校

6校
6
校

異
年

齢
の

子
ど

も
達

が
、

地
域

の
施

設
で

宿
泊

・
通

学
す

る
共

同
生

活
の

体
験

を
通

し
、

子
ど

も
の

自
主

性
・
協

調
性

を
育

ん
だ

。

8
公

民
館

祭
等

の
開

催
公

民
館

Ａ
Ａ

Ａ
参

加
者

数
2
,5

0
0
人

3
,6

9
9
人

学
習

成
果

の
発

表
や

展
示

を
通

し
て

、
地

域
交

流
の

場
と

し
て

寄
与

し
た

。
周

知
活

動
等

に
よ

り
、

参
加

者
数

は
目

標
値

を
大

き
く
上

回
っ

た
。

9
社

会
教

育
団

体
育

成
事

業
公

民
館

Ｂ
Ａ

Ｂ
実

施
公

民
館

全
6
館

6
館

利
用

団
体

、
子

ど
も

会
、

住
民

会
議

等
、

地
区

の
社

会
教

育
団

体
を

、
他

部
局

と
も

連
携

し
な

が
ら

、
支

援
・
育

成
し

た
。

　
③

 家
庭

教
育

の
充

実

1
0

◎
子

育
て

講
座

の
開

催
社

会
教

育
課

Ａ
Ａ

Ａ
理

解
講

座
実

施
全

１
１

中
学

校
全

1
1
校

中
学

生
対

象
の

子
育

て
理

解
講

座
を

、
全

中
学

校
で

実
施

し
た

。
全

小
・
中

学
校

に
お

い
て

、
保

護
者

対
象

の
子

育
て

学
習

の
機

会
を

設
け

た
。

佐
倉

教
育

ビ
ジ

ョ
ン

後
期

推
進

計
画

事
業

・
自

己
評

価
一

覧

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値

評
価

理
由

基
本

方
針

１
地

域
の

教
育

力
の

さ
ら

な
る

向
上

と
市

民
参

加
の

促
進

を
め

ざ
す
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1
1

家
庭

の
教

育
力

向
上

の
た

め
の

活
動

の
充

実
社

会
教

育
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
家

庭
教

育
学

級
３

５
学

級
実

施
3
5
学

級
家

庭
の

教
育

力
の

向
上

に
よ

り
子

ど
も

の
健

全
育

成
を

図
る

と
と

も
に

、
保

護
者

同
士

の
つ

な
が

り
を

深
め

る
た

め
、

家
庭

教
育

学
級

を
実

施
し

た
。

12
家

庭
教

育
事

業
公

民
館

Ａ
Ｂ

Ａ
公

民
館

6
館

1
6
事

業
実

施
6
館

1
2
事

業
公

民
館

が
子

育
て

支
援

拠
点

の
ひ

と
つ

と
な

る
こ

と
を

目
指

し
、

「
親

子
遊

び
」
、

「
体

験
活

動
」
、

「
食

育
」
な

ど
の

各
種

講
座

を
実

施
し

た
。

13
お

は
な

し
き

ゃ
ら

ば
ん

の
実

施
図

書
館

Ａ
Ａ

Ａ
お

は
な

し
き

ゃ
ら

ば
ん

公
演

30
回

3
0
回

「
お

は
な

し
き

ゃ
ら

ば
ん

隊
」
に

よ
る

人
形

劇
や

大
型

紙
芝

居
、

「
す

ば
な

し
」
等

を
実

施
し

物
語

の
世

界
へ

興
味

を
持

た
せ

、
読

書
へ

の
関

心
を

高
め

た
。

1
4

親
子

を
対

象
に

し
た

お
は

な
し

会
や

講
座

の
開

催
図

書
館

Ｂ
Ｂ

Ｂ
親

子
お

は
な

し
会

4
3
回

実
施

4
1
回

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

、
「
す

ば
な

し
」
な

ど
、

お
は

な
し

会
を

実
施

し
、

子
ど

も
た

ち
の

読
書

へ
の

親
し

み
と

興
味

を
高

め
た

。

　
④

 幼
稚

園
児

の
就

園
の

支
援

1
5

幼
児

教
育

の
支

援
（市

立
幼

稚
園

）
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
公

立
幼

稚
園

3園
実

施
3
園

所
得

の
低

い
世

帯
等

に
対

し
て

幼
稚

園
保

育
料

を
減

免
し

、
経

済
的

負
担

を
軽

減
し

た
。

1
6

教
育

要
領

に
基

づ
く

幼
稚

園
教

育
の

推
進

（市
立

幼
稚

園
）

学
務

課
・

指
導

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

公
立

幼
稚

園
3園

実
施

3
園

園
内

外
の

研
修

を
活

用
す

る
な

ど
、

研
究

指
導

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
預

か
り

保
育

を
実

施
し

、
教

育
要

領
に

対
応

し
た

幼
稚

園
教

育
を

推
進

し
た

。

　
⑤

 公
民

館
等

の
社

会
教

育
機

能
の

拡
充

　
　

　
　

1
7

◎
市

民
カ

レ
ッ

ジ
事

業
中

央
公

民
館

Ａ
Ａ

Ａ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
者

　
1
,2

50
人

1
,3

5
7
人

講
義

の
ほ

か
、

話
し

合
い

・
発

表
・
体

験
・
実

習
・
学

び
合

い
等

の
学

習
形

態
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

地
域

に
目

を
向

け
、

具
体

的
な

実
践

活
動

が
で

き
る

人
材

の
育

成
を

行
っ

た
。

1
8

高
等

学
校

や
大

学
の

教
育

機
関

の
活

用
社

会
教

育
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
高

校
2校

、
短

大
1校

実
施

高
校

2校
短

大
1校

市
内

県
立

高
校

、
短

大
の

人
的

資
源

や
教

育
施

設
等

を
活

用
し

、
公

開
講

座
を

開
設

す
る

こ
と

で
、

市
民

の
学

習
機

会
を

充
実

さ
せ

た
。

平
成

2
9
年

度
は

東
邦

大
学

に
お

い
て

も
公

開
講

座
を

実
施

し
た

。

19
視

聴
覚

教
材

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

事
業

中
央

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

貸
出

数
1
0
0件

1
7
7
件

視
聴

覚
教

材
を

貸
し

出
し

､市
民

の
学

習
機

会
を

充
実

さ
せ

た
｡夏

・
冬

・
春

休
み

に
親

子
映

画
会

を
開

催
し

、
家

庭
・
青

少
年

教
育

の
向

上
を

図
っ

た
｡

20
公

民
館

主
催

事
業

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

公
民

館
6館

１
３

７
事

業
実

施
6
館

1
4
8
事

業
各

公
民

館
で

特
色

あ
る

主
催

事
業

を
実

施
し

、
新

規
事

業
も

取
り

入
れ

、
学

習
機

会
を

提
供

し
、

地
域

の
生

涯
学

習
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
た

。

2
1

地
域

の
特

性
や

時
代

の
要

請
に

応
じ

た
事

業
や

学
習

講
座

の
開

催
図

書
館

Ｂ
Ａ

Ｂ
図

書
館

教
養

講
座

等
　

７
回

実
施

７
回

地
域

の
歴

史
な

ど
、

地
区

の
特

性
を

活
か

し
た

教
養

講
座

等
を

実
施

し
、

学
習

の
場

と
し

て
の

図
書

館
の

利
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

図
書

館
に

親
し

む
機

会
を

提
供

し
た

。

2
2

夏
休

み
お

す
す

め
ブ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

作
成

図
書

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

ブ
ッ

ク
リ
ス

ト
作

成
4種

類
4
種

類
中

学
生

と
小

学
生

を
対

象
に

「
夏

休
み

の
お

す
す

め
ブ

ッ
ク

リ
ス

ト
」
を

作
成

し
、

読
書

へ
の

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
図

書
を

選
ぶ

際
に

活
用

さ
れ

た
。

23
対

面
朗

読
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

図
書

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

受
入

体
制

の
整

備
　

３
館

3
館

「
佐

倉
市

立
図

書
館

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

実
施

要
項

」及
び

「
佐

倉
市

立
図

書
館

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

事
務

取
扱

要
領

」
を

制
定

し
、

対
面

朗
読

サ
ー

ビ
ス

の
適

切
な

体
制

を
整

え
た

。

　
⑥

 地
域

活
動

の
担

い
手

の
育

成

2
4

◎
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
さ

く
ら

・
さ

く
ら

学
び

塾
の

運
営

臼
井

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

学
び

塾
6講

座
、

ｺ
ﾐｶ

ﾚ
88

単
位

6講
座

、
8
8
単

位
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
さ

く
ら

は
4
期

生
が

2
ヵ

年
（
8
8
単

位
）
の

学
習

課
程

を
修

了
し

た
。

さ
く
ら

学
び

塾
は

、
6
講

座
実

施
し

延
べ

4
9
7
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

2
5

◎
市

民
カ

レ
ッ

ジ
事

業
（
再

掲
）

中
央

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

者
　

1
,2

50
人

1
,3

5
7
人

講
義

の
ほ

か
、

話
し

合
い

・
発

表
・
体

験
・
実

習
・
学

び
合

い
等

の
学

習
形

態
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

地
域

に
目

を
向

け
、

具
体

的
な

実
践

活
動

が
で

き
る

人
材

の
育

成
を

行
っ

た
。
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2
6

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

育
成

・活
用

事
業

公
民

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

者
　

3
人

3
人

志
津

公
民

館
の

「
ち

ょ
こ

っ
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
事

業
に

大
学

生
２

名
高

校
生

１
名

が
参

加
し

た
。

根
郷

公
民

館
の

パ
ソ

コ
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
1
2
名

）
は

自
主

的
な

活
動

に
移

行
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

2
7

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
の

実
施

図
書

館
Ａ

Ａ
Ａ

講
座

開
催

1回
1
回

経
験

者
等

を
対

象
に

対
面

朗
読

を
す

る
に

あ
た

っ
て

、
必

要
な

配
慮

や
読

み
方

の
ノ

ウ
ハ

ウ
に

つ
い

て
の

講
座

を
実

施
し

た
。

　
⑦

 関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

2
8

地
域

教
育

活
動

団
体

に
対

す
る

支
援

社
会

教
育

課
・公

民
館

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｐ

Ｔ
Ａ

支
援

３
５

校
35

校
学

校
・
家

庭
・
地

域
が

連
携

し
て

組
織

す
る

佐
倉

市
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
絡

協
議

会
に

対
し

て
支

援
し

、
地

域
の

青
少

年
健

全
育

成
を

図
っ

た
。

【
施

策
２

】
　

　
”
佐

倉
の

教
育

”
へ

の
市

民
参

加
の

促
進

を
は

か
り

ま
す

質
的

数
的

総
合

　
①

 教
育

に
関

す
る

市
民

参
加

の
促

進

2
9

◎
教

育
懇

話
会

の
開

催
教

育
総

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
参

加
人

数
1
5
0
人

1
9
9
人

2
地

区
で

計
2
回

開
催

し
､参

加
人

数
は

目
標

値
を

超
え

た
｡学

校
､家

庭
､地

域
の

連
携

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
い

、
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ結

果
も

良
好

で
あ

っ
た

。

30
教

育
に

関
す

る
情

報
提

供
の

推
進

教
育

総
務

課
等

Ｂ
Ａ

Ｂ
教

育
要

覧
1、

公
民

館
だ

よ
り

6
教

育
要

覧
1公

民
館

だ
よ

り
6発

行
「
佐

倉
の

教
育

」
や

「
公

民
館

だ
よ

り
(6

館
)」

等
の

発
行

、
広

報
紙

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
記

事
掲

載
等

に
よ

り
、

教
育

情
報

の
提

供
を

推
進

し
た

。

31
市

民
学

習
発

表
会

の
開

催
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
参

加
者

数
8
0
名

8
3
名

児
童

生
徒

・
市

民
の

す
ぐ

れ
た

研
究

や
活

動
を

広
く
発

表
し

、
学

校
教

育
と

社
会

教
育

の
振

興
を

図
っ

た
。

　
②

 市
民

に
よ

る
教

育
と

文
化

の
育

成

32
佐

倉
市

教
育

の
日

の
周

知
教

育
総

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
広

報
1回

、
Ｈ

Ｐ
1回

掲
載

広
報

1回
Ｈ

Ｐ
1
回

「
佐

倉
市

教
育

の
日

」
を

中
心

と
し

た
関

連
行

事
に

つ
い

て
、

広
報

紙
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
通

し
て

Ｐ
Ｒ

を
行

い
、

そ
の

周
知

に
努

め
た

。

3
3

市
民

読
書

感
想

文
集

「さ
く

ら
お

ぐ
る

ま
」の

発
行

図
書

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

応
募

・
掲

載
6
0
件

6
7
件

児
童

生
徒

・
市

民
か

ら
、

読
書

感
想

文
及

び
佐

倉
学

に
関

す
る

感
想

文
を

募
集

し
、

文
集

を
作

成
・
配

布
し

、
読

書
若

し
く
は

佐
倉

学
に

関
す

る
興

味
と

関
心

を
高

め
る

機
会

を
提

供
し

た
。

　
③

 市
民

と
の

協
働

事
業

の
推

進

3
4

◎
佐

倉
市

教
育

の
日

の
趣

旨
に

沿
っ

た
関

連
行

事
の

開
催

教
育

総
務

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

関
連

行
事

の
参

加
者

2
2
,8

05
人

3
1
,0

0
8
人

佐
倉

の
特

色
を

活
か

し
た

事
業

を
中

心
に

、
関

連
行

事
を

開
催

し
た

。
事

業
数

、
参

加
者

数
と

も
に

増
加

し
、

目
標

値
も

大
き

く
上

回
っ

た
。

35
市

民
文

化
祭

の
開

催
文

化
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
参

加
者

1
6
,0

0
0
人

1
6
,2

5
0
人

市
民

文
化

祭
実

行
委

員
会

に
委

託
し

、
芸

術
文

化
団

体
が

団
結

・
協

力
し

て
全

市
的

に
文

化
祭

を
展

開
し

た
。

市
民

参
加

・
入

場
者

と
も

に
増

加
し

、
文

化
振

興
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

3
6

公
募

及
び

市
民

主
体

に
よ

る
美

術
展

の
開

催
美

術
館

Ａ
Ａ

Ａ
ギ

ャ
ラ

リ
ー

貸
出

件
数

　
3
0
回

3
4
回

市
民

ギ
ャ

ラ
リ

ー
利

用
者

と
事

前
打

ち
合

わ
せ

を
確

実
に

実
施

し
、

利
用

方
法

の
周

知
徹

底
を

図
る

と
と

も
に

、
展

示
水

準
の

向
上

に
努

め
た

。

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値
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【
施

策
３

】
　

確
か

な
学

力
の

向
上

を
は

か
り

ま
す

質
的

数
的

総
合

　
①

 確
か

な
学

力
の

向
上

1
◎

学
習

状
況

調
査

の
実

施
教

育
セ

ン
タ

ー
Ａ

Ｂ
Ａ

正
答

率
。

基
礎

9
0
%
・
活

用
力

7
0
%

基
礎

8
1
%
・

活
用

7
0
%

調
査

結
果

を
分

析
し

、
報

告
書

及
び

セ
ン

タ
ー

等
報

告
会

を
と

お
し

て
指

導
改

善
の

手
立

て
を

示
し

た
。

29
年

度
は

、
活

用
力

に
改

善
傾

向
が

見
ら

れ
た

。

2
学

校
の

課
題

研
究

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
研

究
モ

デ
ル

校
1
9
校

1
9
校

教
育

課
題

研
究

を
指

導
改

善
・
技

術
向

上
に

結
び

付
け

た
。

6
校

に
お

い
て

実
践

事
例

を
公

開
し

た
。

3
小

学
校

３
,４

年
生

の
社

会
科

副
読

本
の

作
成

・活
用

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

全
校

(1
0
0
%)

副
読

本
活

用
全

校
(1

0
0
%
)

佐
倉

市
に

つ
い

て
ま

と
め

た
社

会
科

副
読

本
を

改
訂

・配
付

し
、

地
域

を
学

ぶ
授

業
の

充
実

に
役

立
て

た
。

4
学

校
に

お
け

る
外

国
語

（英
語

）活
動

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
英

語
指

導
助

手
配

置
　

1
4
人

1
4
人

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

小
中

学
校

に
配

置
・派

遣
し

、
英

会
話

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
育

成
を

図
っ

た
。

１
小

学
校

を
モ

デ
ル

校
に

指
定

し
、

活
動

を
推

進
し

た
。

　
②

 学
習

意
欲

の
向

上

5
奨

学
資

金
補

助
教

育
総

務
課

Ａ
Ｂ

Ａ
奨

学
金

支
給

1
0
0
人

8
5
人

家
庭

の
教

育
費

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
、

教
育

費
の

一
部

を
補

助
し

、
高

校
で

の
修

学
を

援
助

し
た

。
ま

た
、

制
度

の
周

知
に

努
め

た
。

6
小

中
学

校
就

学
援

助
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
制

度
周

知
率

1
0
0
%

1
0
0
%

遠
距

離
通

学
者

、
特

別
支

援
学

級
通

学
者

、
及

び
準

要
保

護
者

世
帯

等
に

対
し

、
就

学
に

必
要

な
経

費
を

援
助

し
、

学
校

生
活

を
支

援
し

た
。

新
入

学
学

用
品

費
の

支
給

単
価

の
増

額
や

入
学

前
支

給
と

い
っ

た
制

度
拡

充
を

行
っ

た
。

7
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

し
た

学
校

支
援

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
　

2
0
人

2
9
人

大
学

と
連

携
を

図
り

、
学

力
向

上
ｻ

ﾎ
ﾟｰ

ﾄﾃ
ｨｰ

ﾁ
ｬ
ｰ

と
し

て
、

大
学

生
ﾎ

ﾞﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨｱ

を
小

中
学

校
へ

派
遣

し
、

学
習

活
動

や
部

活
動

等
を

支
援

し
た

。

8
理

科
・科

学
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

理
科

が
好

き
だ

と
回

答
　

8
0
%

8
2
.2

%
理

科
支

援
員

の
配

置
、

科
学

作
品

展
・
科

学
教

室
(「

こ
れ

か
ら

の
宇

宙
利

用
」

1
6
8
名

が
参

加
)の

開
催

に
よ

り
、

理
科

教
育

を
充

実
さ

せ
た

。

　
③

 指
導

の
質

の
向

上

9
◎

小
規

模
校

学
校

活
力

の
向

上
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
特

認
校

転
入

学
児

童
数

6名
8
名

補
助

教
員

1
名

を
配

置
し

、
き

め
細

か
な

指
導

と
、

地
域

と
連

携
し

た
特

色
あ

る
教

育
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

区
域

外
転

入
学

児
童

数
も

目
標

を
上

回
っ

た
。

10
少

人
数

指
導

支
援

の
推

進
学

務
課

Ａ
Ａ

Ａ
支

援
補

助
教

員
3
名

配
置

3
名

大
規

模
校

に
補

助
教

員
を

配
置

し
、

学
習

の
習

熟
度

に
応

じ
た

き
め

細
か

な
支

援
を

行
い

、
基

礎
学

力
の

定
着

と
、

学
習

意
欲

の
向

上
を

図
っ

た
。

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値

評
価

理
由

基
本

方
針

２
豊

か
な

心
と

学
ぶ

喜
び

に
満

ち
た

学
校

教
育

を
め

ざ
す
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④

 教
職

員
の

質
の

向
上

11
管

理
訪

問
指

導
の

実
施

学
務

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

管
理

訪
問

3
4
校

3
4
校

学
校

管
理

訪
問

を
計

画
的

に
実

施
し

、
諸

表
簿

の
点

検
管

理
、

服
務

に
係

る
指

導
等

を
行

い
、

信
頼

さ
れ

る
学

校
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

12
佐

倉
市

教
育

委
員

会
訪

問
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
訪

問
5校

6
校

教
育

委
員

等
が

定
期

的
に

学
校

を
訪

問
し

、
教

育
委

員
会

の
あ

ら
ゆ

る
機

能
の

活
用

を
図

り
、

学
校

経
営

の
改

善
に

取
り

組
み

、
教

育
活

動
を

充
実

さ
せ

た
。

1
3

研
修

を
通

し
た

教
職

員
の

資
質

向
上

指
導

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

研
修

会
3
4
校

実
施

3
4
校

研
修

計
画

に
基

づ
き

、
教

育
委

員
会

又
は

学
校

主
催

の
研

修
内

容
を

充
実

さ
せ

、
教

職
生

活
全

体
を

通
じ

た
教

職
員

の
資

質
と

指
導

力
を

向
上

さ
せ

た
。

14
教

育
セ

ン
タ

ー
等

報
告

会
の

実
施

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ａ

Ａ
参

加
者

数
6
0
人

1
6
6
人

学
力

向
上

、
佐

倉
学

、
特

別
支

援
教

育
に

関
す

る
報

告
を

行
っ

た
。

学
校

関
係

者
の

教
育

活
動

の
改

善
推

進
及

び
市

民
の

教
育

へ
の

理
解

を
図

っ
た

。

 
【
施

策
４

】
　

豊
か

な
心

と
丈

夫
な

体
の

育
成

を
は

か
り

ま
す

質
的

数
的

総
合

　
①

 心
の

教
育

の
充

実

1
5

◎
佐

倉
の

地
域

性
を

活
か

し
た

道
徳

教
育

の
推

進
教

育
セ

ン
タ

ー
Ａ

Ａ
Ａ

道
徳

副
読

本
の

活
用

実
施

10
0%

1
0
0
%

道
徳

教
材

検
討

委
員

会
で

検
討

・改
善

を
行

い
、

完
成

し
た

教
材

を
配

付
し

た
。

副
読

本
及

び
道

徳
教

材
を

活
用

し
た

道
徳

授
業

を
全

校
で

行
っ

た
。

16
キ

ャ
リ
ア

教
育

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
全

校
(1

0
0
%)

キ
ャ

リ
ア

教
育

実
施

全
校

(1
0
0
%
)

全
小

中
学

校
で

職
場

体
験

学
習

を
実

施
し

、
先

進
的

取
組

を
広

め
た

。
東

邦
大

学
と

連
携

し
て

「
ブ

ラ
ッ

ク
ジ

ャ
ッ

ク
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

し
た

。

17
社

会
人

を
活

用
し

た
教

育
の

推
進

指
導

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

社
会

人
活

用
7
0
0
回

7
0
0
回

専
門

的
知

識
や

技
能

を
有

す
る

社
会

人
を

活
用

し
、

学
校

教
育

を
充

実
さ

せ
た

。

18
児

童
生

徒
の

校
外

活
動

の
支

援
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
社

会
科

現
地

学
習

　
2
3
校

実
施

2
3
校

児
童

生
徒

が
学

校
を

離
れ

て
実

施
す

る
、

「
自

然
体

験
活

動
」
や

「
市

内
見

学
」
、

「
環

境
教

育
」
、

部
活

動
の

大
会

移
動

費
等

の
支

援
を

し
た

。

1
9

学
校

教
育

に
お

け
る

人
権

教
育

の
推

進
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
全

校
(1

0
0
%)

人
権

教
育

実
施

全
校

(1
0
0
%
)

人
権

教
育

推
進

体
制

を
整

備
し

、
人

権
週

間
中

に
全

小
中

学
校

で
全

校
集

会
等

を
実

施
し

、
い

じ
め

防
止

の
啓

発
等

に
努

め
た

。

2
0

学
校

教
育

に
お

け
る

平
和

教
育

の
推

進
指

導
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
全

校
(1

0
0
%)

平
和

教
育

実
施

全
校

(1
0
0
%
)

広
報

課
と

の
共

催
で

、
児

童
生

徒
の

平
和

意
識

の
啓

発
に

つ
な

が
る

学
習

機
会

を
提

供
し

た
。

2
9
年

度
は

長
崎

に
中

学
生

平
和

使
節

団
を

派
遣

し
た

。

　
②

 一
人

ひ
と

り
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
教

育
の

推
進

2
1

◎
特

別
支

援
教

育
の

推
進

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ａ

Ａ
指

導
計

画
作

成
率

1
0
0
%

1
0
0
%

個
別

の
指

導
計

画
を

作
成

し
、

学
習

及
び

生
活

に
つ

い
て

適
切

な
支

援
を

行
っ

た
。

支
援

員
を

適
正

配
置

し
、

安
全

確
保

及
び

支
援

の
充

実
を

図
っ

た
。

2
2

☆
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

教
育

シ
ス

テ
ム

推
進

事
業

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ｂ

Ａ
こ

と
ば

の
発

達
支

援
研

修
実

施
2
1
校

1
8
校

こ
と

ば
の

発
達

に
関

す
る

研
修

を
実

施
し

、
理

解
を

深
め

た
。

学
校

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
発

達
課

題
の

あ
る

児
童

へ
の

適
切

な
支

援
を

行
っ

た
。

　
③

 学
校

教
育

相
談

の
充

実

2
3

◎
教

育
相

談
の

充
実

教
育

セ
ン

タ
ー

Ａ
Ａ

Ａ
教

育
相

談
件

数
3
,8

5
0
件

4
,5

4
1
件

適
応

指
導

教
室

で
不

登
校

児
童

生
徒

の
居

場
所

づ
く
り

と
学

校
復

帰
支

援
を

行
っ

た
。

相
談

員
に

よ
る

問
題

の
早

期
対

応
と

他
機

関
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値
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④

 い
じ

め
防

止
の

取
り

組
み

2
4

◎
い

じ
め

防
止

対
策

推
進

事
業

指
導

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

い
じ

め
解

消
率

9
5
％

以
上

9
6
%

い
じ

め
防

止
子

供
サ

ミ
ッ

ト
等

の
開

催
、

学
校

支
援

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
、

生
徒

指
導

研
修

会
の

実
施

等
に

よ
り

、
解

消
率

は
目

標
値

を
達

成
し

た
。

　
⑤

 読
書

や
芸

術
・
文

化
学

習
の

支
援

25
小

中
学

校
図

書
館

図
書

の
整

備
学

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
図

書
標

準
蔵

書
達

成
率

10
0%

1
0
0
%
超

学
校

図
書

館
の

蔵
書

整
備

と
新

聞
配

備
を

行
い

、
学

習
指

導
要

領
に

沿
っ

た
学

習
環

境
の

整
備

を
推

進
し

た
。

26
学

校
図

書
館

教
育

の
推

進
教

育
セ

ン
タ

ー
Ｂ

Ａ
Ｂ

学
校

図
書

館
貸

出
数

3
6
0
,0

0
0
冊

4
2
7
,5

5
6

冊
学

校
図

書
館

司
書

を
配

置
し

、
読

書
活

動
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

学
校

図
書

館
を

活
用

し
た

学
習

指
導

の
充

実
に

努
め

た
。

27
読

書
活

動
の

推
進

図
書

館
Ｂ

Ｂ
Ｂ

全
お

は
な

し
会

1
0
6
回

実
施

1
0
4
回

絵
本

の
読

み
聞

か
せ

、
「
す

ば
な

し
」
な

ど
、

お
は

な
し

会
や

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

を
実

施
し

、
子

ど
も

た
ち

の
読

書
へ

の
親

し
み

と
興

味
を

高
め

た
。

2
8

市
民

音
楽

ホ
ー

ル
学

校
連

携
事

業
音

楽
ホ

ー
ル

Ａ
Ａ

Ａ
学

校
巡

回
音

楽
会

3公
演

3
回

学
校

巡
回

音
楽

会
に

お
い

て
児

童
に

と
っ

て
親

し
み

深
い

リ
コ

ー
ダ

ー
を

新
規

に
取

り
上

げ
、

児
童

が
よ

り
興

味
を

持
っ

て
音

楽
鑑

賞
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

29
美

術
館

学
校

連
携

事
業

美
術

館
Ａ

Ｂ
Ａ

参
加

児
童

生
徒

数
　

7
0
0
人

6
3
8
人

出
前

授
業

･鑑
賞

教
室

の
実

施
、

職
場

体
験

の
受

入
れ

な
ど

、
近

隣
自

治
体

で
設

置
が

稀
な

美
術

館
と

学
校

が
連

携
し

て
、

美
術

の
学

習
活

動
を

充
実

さ
せ

た
。

3
0

市
内

小
中

学
生

向
け

パ
ス

ポ
ー

ト
の

配
布

美
術

館
Ａ

Ａ
Ａ

利
用

者
数

5
0
0
人

5
9
8
人

児
童

生
徒

に
保

護
者

券
付

き
パ

ス
ポ

ー
ト

を
配

布
す

る
こ

と
で

来
館

し
や

す
い

環
境

を
整

え
る

と
と

も
に

、
カ

ー
ド

に
工

夫
を

加
え

、
よ

り
魅

力
あ

る
内

容
と

し
て

利
用

者
数

向
上

を
図

っ
た

。

　
⑥

 学
校

給
食

を
活

か
し

た
食

育
の

推
進

3
1

◎
食

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

指
導

計
画

作
成

学
校

数
　

34
校

3
4
校

新
聞

や
雑

誌
に

食
育

の
取

組
等

を
紹

介
し

た
。

津
田

仙
ゆ

か
り

の
メ

ニ
ュ

ー
や

お
殿

様
献

立
、

地
場

産
物

生
産

者
と

の
交

流
会

等
を

実
施

し
た

。

32
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
事

故
　

0
件

0
件

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
対

応
の

手
引

き
（
平

成
２

４
年

度
策

定
）
に

基
づ

い
て

ア
レ

ル
ギ

ー
の

対
応

を
行

い
、

ア
レ

ル
ギ

ー
事

故
の

発
生

を
０

に
抑

え
た

。

3
3

学
校

給
食

用
食

材
の

放
射

能
検

査
指

導
課

Ａ
Ａ

Ａ
基

準
値

を
超

え
た

食
材

使
用

 0
0
件

佐
倉

市
独

自
の

放
射

能
検

査
を

行
い

、
食

材
の

安
全

性
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
基

準
値

を
超

え
た

食
材

を
使

用
し

な
い

体
制

を
維

持
し

た
。

34
学

校
に

お
け

る
健

康
教

育
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

生
活

習
慣

病
予

防
検

診
3
4
校

3
4
校

生
活

習
慣

病
予

防
検

診
を

全
校

で
実

施
し

た
。

対
象

者
へ

の
健

康
指

導
や

講
演

会
を

開
催

し
、

健
康

教
育

を
推

進
し

た
。

35
給

食
施

設
設

備
の

整
備

指
導

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

給
食

施
設

管
理

状
況

把
握

34
校

3
4
校

不
具

合
が

発
生

し
た

給
食

施
設

・
設

備
等

に
つ

い
て

、
適

宜
修

繕
、

工
事

等
を

実
施

し
、

老
朽

化
し

た
備

品
の

更
新

を
行

っ
た

。

　
⑦

 児
童

生
徒

の
体

力
向

上
の

推
進

3
6

◎
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

の
推

進
指

導
課

Ｂ
Ｂ

Ｂ
※

体
力

テ
ス

ト
数

値
※

3
7
ペ

ー
ジ

参
照

新
体

力
テ

ス
ト

の
結

果
を

基
に

、
体

力
向

上
推

進
会

議
な

ど
、

各
学

校
に

お
い

て
体

力
向

上
へ

の
取

組
を

推
進

し
た

。
新

体
力

テ
ス

ト
で

は
課

題
が

残
る

結
果

と
な

っ
た

。

37
水

泳
指

導
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ａ
Ａ

委
託

水
泳

授
業

8
時

間
（
2
校

）
8
時

間
プ

ー
ル

施
設

を
解

体
し

た
学

校
に

お
い

て
、

水
泳

指
導

を
民

間
業

者
に

委
託

し
、

教
員

と
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
と

の
協

力
に

よ
り

、
水

泳
指

導
を

充
実

さ
せ

た
。
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【
施

策
５

】
　

「
佐

倉
学

」
の

推
進

を
は

か
り

ま
す 質

的
数

的
総

合

　
①

 “
佐

倉
な

ら
で

は
”
の

情
報

発
信

の
強

化

1
「佐

倉
学

」に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
図

書
館

Ｂ
Ａ

Ｂ
郷

土
資

料
配

架
図

書
館

3館
3
館

佐
倉

を
学

ぶ
た

め
の

資
料

を
収

集
し

、
図

書
館

に
佐

倉
学

コ
ー

ナ
ー

を
設

置
す

る
な

ど
、

郷
土

資
料

を
工

夫
し

て
配

架
し

、
利

用
の

増
加

に
努

め
た

。

2
佐

倉
ゆ

か
り

の
作

家
を

紹
介

す
る

収
蔵

作
品

展
の

開
催

美
術

館
Ａ

Ｂ
Ａ

入
場

者
数

1
3
,0

0
0
人

1
1
,9

2
9
人

収
蔵

作
品

展
を

継
続

的
に

開
催

し
、

佐
倉

ゆ
か

り
の

美
術

を
紹

介
し

た
。

ま
た

、
城

下
町

4
0
0
年

事
業

の
ま

と
め

と
し

て
、

「
城

と
町

と
人

と
」
展

を
文

化
課

と
共

催
し

た
。

　
②

 「
佐

倉
学

」
の

推
進

3
「
佐

倉
学

」の
総

合
推

進
社

会
教

育
課

Ａ
Ａ

Ａ
会

議
開

催
回

数
2
回

2
回

「
佐

倉
学

」
事

業
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

、
連

絡
・
調

整
を

行
っ

た
。

各
部

署
間

の
情

報
共

有
を

図
り

、
連

携
し

て
事

業
を

推
進

し
た

。

4
◎

学
校

教
育

に
お

け
る

佐
倉

学
の

推
進

指
導

課
Ａ

Ｂ
Ａ

興
味

が
あ

る
子

ど
も

　
7
0
%

6
2
.8

%
佐

倉
学

を
教

育
課

程
に

位
置

付
け

、
副

読
本

を
活

用
し

た
授

業
を

実
施

し
た

。
佐

倉
学

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

改
訂

版
の

配
付

等
で

教
職

員
の

指
導

力
向

上
を

図
っ

た
。

5
◎

社
会

教
育

に
お

け
る

佐
倉

学
の

推
進

社
会

教
育

課
Ａ

Ａ
Ａ

事
業

参
加

人
数

3
,9

0
0
人

4
,2

7
6
人

リ
レ

ー
講

座
の

ほ
か

、
「
総

武
本

線
《
佐

倉
-
銚

子
間

》
開

業
1
2
0
周

年
記

念
事

業
」
等

各
公

民
館

で
特

色
あ

る
事

業
を

実
施

し
た

。

6
佐

倉
学

に
関

す
る

公
民

館
主

催
事

業
公

民
館

Ａ
Ｂ

Ａ
6
館

24
事

業
実

施
6
館

2
2
事

業
各

公
民

館
で

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

佐
倉

学
事

業
を

実
施

し
、

佐
倉

・
城

下
町

4
0
0
年

記
念

事
業

と
合

わ
せ

て
郷

土
へ

の
関

心
を

高
め

た
。

　
③

 地
域

教
材

を
活

用
し

た
学

習
の

推
進

7
◎

学
校

教
育

に
お

け
る

佐
倉

学
の

推
進

（
再

掲
）

指
導

課
Ａ

Ｂ
Ａ

興
味

が
あ

る
子

ど
も

　
7
0
%

6
2
.8

%
佐

倉
学

を
教

育
課

程
に

位
置

付
け

、
副

読
本

を
活

用
し

た
授

業
を

実
施

し
た

。
佐

倉
学

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

改
訂

版
の

配
付

等
で

教
職

員
の

指
導

力
向

上
を

図
っ

た
。

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値

評
価

理
由

基
本

方
針

３
郷

土
へ

の
愛

着
を

育
み

、
進

取
の

精
神

に
よ

る
新

し
い

文
化

の
創

造
を

め
ざ

す
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【
施

策
６

】
　

新
た

な
佐

倉
の

魅
力

の
発

見
と

、
芸

術
文

化
の

普
及

を
は

か
り

ま
す

質
的

数
的

総
合

　
①

 新
た

な
学

ぶ
意

欲
の

喚
起

8
◎

文
化

財
普

及
活

動
の

推
進

文
化

課
Ａ

Ａ
Ａ

各
事

業
総

参
加

者
数

　
2
,5

00
人

1
0
,1

3
4
 人

甲
冑

試
着

会
の

回
数

・
内

容
を

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

佐
倉

・
城

下
町

4
0
0
年

記
念

事
業

の
と

り
ま

と
め

の
展

示
、

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

、
実

績
を

伸
ば

し
た

。

9
オ

ラ
ン

ダ
と

の
国

際
理

解
の

促
進

文
化

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

日
蘭

交
流

参
加

児
童

　
1
2
人

1
2
人

オ
ラ

ン
ダ

へ
１

２
名

の
小

学
生

を
派

遣
し

て
、

派
遣

児
童

も
積

極
的

に
交

流
・

友
情

を
深

め
、

国
際

理
解

教
育

を
推

進
し

た
。

　
②

 歴
史

文
化

資
産

の
保

全
活

用

1
0

◎
市

民
文

化
資

産
の

保
全

と
活

用
文

化
課

Ａ
Ａ

Ａ
市

民
文

化
資

産
選

定
累

計
件

数
　

13
件

2
0
件

「
臼

井
八

景
発

祥
の

地
」
、

「
並

木
町

他
6
町

の
御

神
酒

所
」
と

い
っ

た
数

値
目

標
を

大
幅

に
上

回
る

件
数

を
選

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
1

◎
井

野
長

割
遺

跡
の

保
全

・
整

備
と

活
用

文
化

課
Ａ

Ａ
Ａ

普
及

事
業

回
数

9
回

1
8
回

普
及

事
業

は
、

数
値

目
標

9
回

を
達

成
し

た
。

歴
史

の
追

体
験

が
で

き
る

よ
う

に
体

験
型

講
座

を
増

や
し

た
。

1
2

本
佐

倉
城

跡
の

保
全

・整
備

と
活

用
文

化
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
見

学
会

開
催

1
回

1
回

鯉
の

ぼ
り

設
置

や
見

学
会

等
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

続
日

本
1
0
0
名

城
指

定
や

の
ぼ

り
旗

設
置

等
に

よ
る

Ｐ
Ｒ

を
す

る
と

共
に

、
草

刈
・
剪

定
等

の
環

境
整

備
に

努
め

た
。

1
3

埋
蔵

文
化

財
と

歴
史

民
俗

資
料

の
保

全
・
活

用
文

化
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
事

業
実

施
1
0
件

2
3
件

埋
蔵

文
化

財
資

料
・
歴

史
民

俗
資

料
の

貸
出

・
見

学
等

を
行

い
、

活
用

に
努

め
た

。

　
③

 歴
史

的
建

造
物

の
保

全
・
整

備

1
4

歴
史

的
建

造
物

の
保

全
・整

備
と

活
用

文
化

課
Ａ

Ａ
Ａ

調
査

1件
2
件

志
津

地
区

の
農

家
住

宅
１

件
、

佐
倉

地
区

の
町

屋
住

宅
１

件
の

計
２

件
に

つ
い

て
調

査
を

実
施

し
た

。

1
5

登
録

有
形

文
化

財
制

度
の

周
知

と
活

用
文

化
課

Ａ
Ａ

Ａ
登

録
合

計
8件

9
件

制
度

周
知

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

を
行

う
と

と
も

に
、

所
有

者
の

相
談

を
受

け
登

録
候

補
と

な
る

町
屋

住
宅

の
調

査
を

実
施

し
た

。

　
④

 芸
術

・
文

化
活

動
の

充
実

16
芸

術
・文

化
の

普
及

促
進

文
化

課
Ｂ

Ｂ
Ｂ

上
映

会
6回

コ
ン

サ
ー

ト
1
2
回

上
映

7回
演

奏
9回

「キ
ネ

マ
の

夕
べ

」の
上

映
、

「市
役

所
ロ

ビ
ー

コ
ン

サ
ー

ト
」を

開
催

し
、

身
近

に
芸

術
文

化
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
芸

術
文

化
団

体
の

支
援

を
行

っ
た

。

17
大

学
機

関
等

と
の

連
携

文
化

課
Ａ

Ａ
Ａ

連
携

事
業

実
施

3
件

6
件

教
育

及
び

芸
術

文
化

の
振

興
を

図
る

た
め

、
女

子
美

術
大

学
と

の
連

携
協

定
に

基
づ

く
各

種
事

業
(ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

,講
演

会
、

作
品

展
示

等
)を

実
施

し
た

。

18
自

主
文

化
事

業
音

楽
ホ

ー
ル

Ａ
Ｂ

Ａ
入

場
者

数
1
6
,0

0
0
人

1
4
,3

6
7
人

改
修

工
事

に
伴

う
事

業
数

減
少

に
よ

り
、

入
場

者
数

は
目

標
値

を
下

回
っ

た
が

、
市

民
が

幅
広

い
ジ

ャ
ン

ル
の

文
化

芸
術

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。

19
企

画
展

の
開

催
美

術
館

Ａ
Ａ

Ａ
入

場
者

数
7
,0

0
0
人

1
6
,9

4
4
人

絵
画

だ
け

で
な

く
、

自
転

車
や

根
付

と
い

う
多

様
な

対
象

を
採

り
あ

げ
、

新
た

な
鑑

賞
者

に
も

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

20
文

化
活

動
の

発
表

の
場

の
提

供
美

術
館

Ｂ
Ａ

Ｂ
利

用
件

数
1
0
0
件

1
0
8
件

美
術

館
４

階
の

ホ
ー

ル
を

各
種

発
表

・
講

演
会

な
ど

の
場

と
し

て
貸

し
出

す
こ

と
で

、
さ

ま
ざ

ま
な

文
化

活
動

の
活

性
化

を
支

援
し

た
。

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値
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【
施

策
７

】
　

安
心

し
て

学
べ

る
教

育
環

境
の

整
備

を
は

か
り

ま
す

　

質
的

数
的

総
合

　
①

 学
校

の
施

設
整

備
の

推
進

1
◎

小
中

学
校

施
設

の
環

境
整

備
教

育
総

務
課

Ａ
Ａ

Ａ
屋

根
落

下
防

止
対

策
事

業
2事

業
2
事

業
井

野
小

学
校

及
び

佐
倉

東
小

学
校

の
体

育
館

屋
根

落
下

対
策

事
業

に
つ

い
て

、
計

画
通

り
に

完
了

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

2
幼

稚
園

園
庭

、
小

中
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

等
の

放
射

性
物

質
除

染
対

策
教

育
総

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
基

準
線

量
を

超
え

た
施

設
　

0校
0
校

佐
倉

市
放

射
性

物
質

除
染

計
画

に
基

づ
き

対
策

を
講

じ
た

。
(2

9
年

度
は

基
準

値
を

超
え

る
校

庭
・
園

庭
は

無
く
、

除
染

実
施

無
し

)

3
小

中
学

校
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
整

備
教

育
総

務
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
グ

ラ
ウ

ン
ド

改
修

１
校

1
校

佐
倉

小
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
改

修
を

実
施

し
、

教
育

環
境

の
向

上
を

図
っ

た
。

　
②

 学
校

の
教

育
環

境
の

整
備

4
小

中
学

校
教

育
の

振
興

学
務

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

教
材

備
品

等
状

況
把

握
　

34
校

3
4
校

教
育

活
動

の
振

興
を

図
る

た
め

、
各

学
校

の
要

望
を

取
り

ま
と

め
、

教
材

備
品

・
研

修
図

書
等

の
整

備
を

推
進

し
た

。

5
小

中
学

校
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
利

用
教

育
の

推
進

学
務

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

パ
ソ

コ
ン

整
備

2
,4

2
5
台

2
,4

2
5
台

各
学

校
に

お
け

る
、

教
育

及
び

校
務

に
使

用
す

る
パ

ソ
コ

ン
機

器
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

配
備

・
更

新
し

、
学

習
環

境
の

整
備

と
充

実
を

図
っ

た
。

　
③

 通
学

路
の

安
全

の
確

保

6
◎

通
学

路
の

安
全

確
保

学
務

課
Ａ

Ａ
Ａ

不
審

者
認

知
回

数
　

3
0
件

以
下

2
3
件

委
託

業
者

の
巡

回
車

に
青

色
回

転
灯

を
装

着
し

、
よ

り
効

果
的

な
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

る
。

不
審

者
認

知
回

数
も

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
【
施

策
８

】
　

様
々

な
場

面
で

市
民

が
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
機

会
の

提
供

を
は

か
り

ま
す

　

質
的

数
的

総
合

　
①

 生
涯

学
習

の
推

進

7
◎

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

カ
レ

ッ
ジ

さ
く

ら
・
さ

く
ら

学
び

塾
の

運
営

（
再

掲
）

臼
井

公
民

館
Ａ

Ａ
Ａ

学
び

塾
6講

座
、

ｺ
ﾐｶ

ﾚ
8
8
単

位
6講

座
、

8
8
単

位
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
さ

く
ら

は
4
期

生
が

2
ヵ

年
（
8
8
単

位
）
の

学
習

課
程

を
修

了
し

た
。

さ
く
ら

学
び

塾
は

、
6
講

座
実

施
し

延
べ

4
9
7
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

8
学

校
開

放
の

推
進

社
会

教
育

課
Ｂ

Ｂ
Ｂ

利
用

者
数

7
3
0
,0

0
0
人

6
6
9
,8

8
3
人

ス
ポ

ー
ツ

、
学

習
そ

の
他

公
共

活
動

の
場

と
し

て
学

校
施

設
を

開
放

し
、

市
民

の
健

康
増

進
、

情
操

の
涵

養
及

び
教

養
の

向
上

に
寄

与
し

た
。

9
社

会
教

育
に

お
け

る
人

権
教

育
の

推
進

社
会

教
育

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

人
権

教
育

講
座

開
催

　
2
回

2
回

人
権

教
育

講
座

の
開

催
と

、
住

民
交

流
と

人
権

教
育

の
場

と
し

て
設

置
し

て
い

る
地

域
交

流
施

設
の

維
持

管
理

を
行

い
、

人
権

教
育

を
推

進
し

た
。

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値

評
価

理
由

評
価

理
由

N
O

事
　

業
　

名
担

当
課

自
己

評
価

数
値

目
標

実
績

数
値

基
本

方
針

４
教

育
環

境
を

整
え

、
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
を

め
ざ

す
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1
0

社
会

教
育

に
お

け
る

平
和

教
育

の
推

進
社

会
教

育
課

・
図

書
館

等
Ｂ

Ａ
Ｂ

関
連

図
書

配
架

図
書

館
3館

3
館

終
戦

の
日

前
後

に
、

図
書

館
の

コ
ー

ナ
ー

等
に

平
和

・戦
争

に
関

連
す

る
資

料
を

配
架

す
る

な
ど

、
社

会
教

育
に

お
け

る
平

和
教

育
を

推
進

し
た

。

11
生

涯
学

習
情

報
の

提
供

社
会

教
育

課
Ｂ

Ａ
Ｂ

情
報

誌
発

行
3
回

3
回

情
報

誌
の

発
行

を
年

３
回

(1
号

あ
た

り
４

か
月

分
を

掲
載

)行
い

､学
校

の
長

期
休

業
前

に
情

報
提

供
を

行
え

る
よ

う
配

慮
し

、
学

習
情

報
を

広
く
提

供
し

た
。

1
2

公
民

館
に

お
け

る
学

習
の

場
の

提
供

公
民

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

場
と

情
報

提
供

公
民

館
6館

6
館

社
会

教
育

施
設

で
あ

る
公

民
館

が
、

多
様

な
学

習
や

集
会

の
場

、
団

体
情

報
を

提
供

し
、

生
涯

学
習

と
地

域
活

動
の

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
。

1
3

教
育

普
及

事
業

（ア
ー

ト
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

コ
ン

サ
ー

ト
等

）
美

術
館

Ａ
Ａ

Ａ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

延
べ

人
数

6
0
0
人

1
,0

4
0
人

ア
ー

ト
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「
ミ

テ
・
ハ

ナ
ソ

ウ
」
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
増

員
し

、
学

校
連

携
事

業
の

対
応

、
来

館
者

参
加

型
の

催
し

を
拡

充
し

た
。

こ
れ

ま
で

の
活

動
を

報
告

書
に

ま
と

め
、

学
校

等
へ

周
知

・
普

及
を

図
っ

た
。

　
②

 社
会

教
育

施
設

の
整

備
の

推
進

14
志

津
公

民
館

の
整

備
社

会
教

育
課

-
-

-
-

-
※

平
成

2
8
年

度
を

も
っ

て
事

業
完

了

1
5

◎
佐

倉
図

書
館

の
整

備
社

会
教

育
課

Ｂ
Ａ

Ｂ
調

整
会

議
の

開
催

　
6
回

１
3
回

老
朽

化
し

た
佐

倉
図

書
館

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
年

度
当

初
の

目
標

を
大

き
く
超

え
、

各
種

調
整

会
議

を
１

３
回

、
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

16
学

校
開

放
プ

ー
ル

施
設

の
整

備
社

会
教

育
課

Ｂ
Ｂ

Ｂ
学

校
プ

ー
ル

開
放

　
3
8
日

3
1
日

根
郷

中
学

校
(開

放
対

象
校

)プ
ー

ル
設

備
を

使
用

し
、

学
校

プ
ー

ル
開

放
を

実
施

し
た

。
ろ

過
機

故
障

に
よ

り
使

用
で

き
な

い
日

が
あ

っ
た

。

17
美

術
館

施
設

の
整

備
美

術
館

Ａ
Ａ

Ａ
施

設
不

具
合

休
館

　
0
日

0
日

E
S
C

O
事

業
が

開
始

し
、

安
定

し
た

空
調

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
他

設
備

の
改

修
工

事
に

お
い

て
も

、
臨

時
休

館
す

る
こ

と
な

く
安

全
に

完
了

で
き

た
。

18
図

書
館

電
算

管
理

運
営

整
備

図
書

館
Ｂ

Ａ
Ｂ

予
約

貸
出

冊
数

2
3
0
,9

2
3
点

2
2
6
,6

4
9

　
　

　
　

点
シ

ス
テ

ム
保

守
等

を
行

い
、

図
書

館
シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

稼
働

さ
せ

、
図

書
貸

出
等

の
円

滑
な

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
た

。

19
市

民
音

楽
ホ

ー
ル

施
設

の
整

備
音

楽
ホ

ー
ル

Ａ
Ａ

Ａ
施

設
不

具
合

休
館

　
0
日

0
日

音
楽

ホ
ー

ル
の

設
備

を
維

持
管

理
し

、
故

障
が

生
じ

た
際

に
も

調
査

・
補

修
を

適
時

行
う

こ
と

で
、

施
設

不
具

合
に

よ
り

休
館

す
る

こ
と

な
く
開

館
を

行
っ

た
。

- 22 -



（ 学 務 課 ）施策1-No1

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価A　 質的自己評価A　 数的自己評価A　

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　目標値は、２８年度実績をわずかに下回ってしまったが、１０，０００名以上の参加
者は確保できている。現在、地域の中心となっている参加者が高齢化している現状
から、スムーズな代替わりが望まれ、目標値としては現状維持を目指していきた
い。

今後の対応・課題

　ボランティア発足当時の方が高齢化してきているため、活動の周知を図り、新規
のボランティアを増やしていく必要がある。
　アイアイプロジェクト活動は継続的に実施してきたため、活動としては安定してい
るので、スクールガードフォーラムを充実させ、各地区の取組を共有することによっ
て、さらに活発な事業展開を目指していく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　登下校の見守り活動、交通安全指導については、学校と地域が連携した活動とし
て浸透し、継続的に活動を行った。不審者情報を周知し、委託業者による警備及び
課業日における教育委員会事務職員による通学路パトロールなどを実施した。

第3四半期

（10月～12月）

・各学校で開催する「教育ミニ集会」等におい
　て、地域の防犯の取組状況等をテーマに
　し、保護者や地域住民の意識の高揚に努
　める。
・5地区で、当該プロジェクトに係る組織につ
　いて引き続き検討する。

・教育ミニ集会を開催し、学校・保護者・地域とが
 テーマに沿った情報交換会を実施した。
・冬季休業中は、小中学校の教職員・保護者・地
 域住民が連携し、巡回パトロールを実施した。
・不審者情報を市ホームページに掲載し、情報提
 供を行った。
・市内5地区のパトロール実施計画を検討した。

第4四半期

（1月～3月）

・長期休業明けに小学校の登下校指導の
　支援・指導を行う。
・各学校において、今年度の成果と課題に
　ついてまとめ、次年度の取組の改善を図
　る。

・長期休業明けの２日間、各日４校（計８校）の登
 校指導の支援・指導を行い、各校の通学路にお
 ける安全課題を確認した。
・教育委員会からのアンケート調査により、スクー
 ルガード活動の状況の取りまとめを実施。現状把
 握と次年度に向けた課題の検討を行った。

第１四半期

（4月～6月）

・年度当初に、小学校の登下校指導の支
　援・指導を行う。
・各中学校に当該プロジェクトの趣旨を周知
　し、定期的な登下校指導を実施する。
・各学校で、アイアイプロジェクトの全体計画
　を立て、保護者や地域住民に周知する。

・年度当初に、その後も定期的に小中学校の登下
 校の支援・指導を行い、通学路の安全に努めた。
・不審者情報をホームページ上に公開し、地域・市
 民に注意喚起を行った。
・佐倉市主催の防犯研修会や小学校の教育ミニ集
 会において、アイアイプロジェクト活動の周知を行
 った。

第2四半期

（7月～9月）

・「佐倉市スクールガードフォーラム」を開催
　し、各学校やそれぞれの地域での取組に
　関する情報意見交換を行う。
・夏季休業中に、小中学校で連携した巡回
　パトロールを行う。
・長期休業明けに小学校の登下校指導の
　支援・指導を行う。

・８月１日に中央公民館において佐倉市スクール
 ガードフォーラムを開催し、スクールガード活動の
 推進を図った（参加者１６０名）。
・各小中学校区において教職員・保護者・地域住
 民による巡回パトロールを実施した。
・長期休業明けに学務課職員によって、登下校の
 支援・指導を行い、通学路の安全確保に努めた。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策１】　地域の教育力の向上をはかります

目指すべき施策 ①地域に開かれた学校づくり

事　　業　　名 アイアイプロジェクト活動の推進

《事業概要》

・児童生徒の学校内外における安全確保に関する活動を、「eye」と「愛」で子どもを
　見守ろうということから、「アイアイプロジェクト」と称し、学校・家庭・地域が連携・
　協力し、見守り活動に取り組む。
・各学校区ごとに活動計画を作成し、学校職員・保護者・地域住民等が連携しなが
　ら、主に児童生徒の登下校時及び教育活動時の安全確保を図り、地域コミュニ
　ティを学校を核として再構築する。
・ホームページや携帯メール配信を活用し、市民への情報提供に努める。

ｽｸｰﾙガードボランティア
の参加者数
10,000名

10,021名（100%超）

《実施スケジュール》
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（　指導課　）施策1-No2

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A　 質的自己評価　A　 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　設置校全てにおいて、学校運営委員会及び各種委員会が開催され、地域と連携して
子供の教育に携わった。

今後の対応・課題
　設置校９校では、会議及び活動が順調に推進され、保護者や地域ととももに歩む学
校づくりの推進が図られている。今後は、計画的に設置校を増やし、地域との連携を深
めた学校体制を支援していく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　今年度新たに学校運営委員会が設置された上志津中を含め、設置校９校では、学校
運営委員、各専門委員による会議及び活動が計画的・組織的に実施され、保護者や
地域の方々との連携がさらに推進された。好学チャレンジ教室での学習支援の取組も
広がりつつある。委員による学校評価を次年度の経営に生かすことで、さらに地域との
連携が推進されるものと考える。

第3四半期

（10月～12月）

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎
 小、下志津小、臼井南中、南志津小、和田
 小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
 学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
 する。

【各学校運営委員会議開催数+(各種委員会開催数)】
白銀小１回+(委員会３回)、寺崎小１回+(委員会０回)、
下志津小１回+(委員会９回)、南志津小１回+(委員会３回)、
和田小１回+(委員会９回)、臼井小１回+(委員会５回)、
臼井南中３回+(委員会０回)、佐倉東中１回+(委員会０回)、
上志津中０回+（委員会５回）

第4四半期

（1月～3月）

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎
 小、下志津小、臼井南中、南志津小、和田
 小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
 学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
 する。

【各学校運営委員会議開催数+(各種委員会開催数)】
白銀小１回+(委員会2回)、寺崎小2回+(委員会０回)、
下志津小１回+(委員会4回)、南志津小１回+(委員会３回)、
和田小１回+(委員会8回)、臼井小１回+(委員会3回)、
臼井南中1回+(委員会０回)、佐倉東中１回+(委員会０回)、
上志津中1回+（委員会1回）

第１四半期

（4月～6月）

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎
　小、下志津小、臼井南中、南志津小、和田
　小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
　学校運営委員会の活動状況を把握し、支
　援する。

【各学校運営委員会議開催数+(各種委員会開催数)】
白銀小2回+(委員会5回)、寺崎小1回+(委員会0回)、
下志津小2回+(委員会5回)、南志津小2回+(委員会1回)、
和田小1回+(委員会1回)、臼井小1回+(委員会2回)、
臼井南中2回+(委員会0)、佐倉東中0回+(委員会0)、
上志津中0回+（委員会４回）
・年度当初にあたり組織編制、各学校の実態に応じた課
 題を提案し、委員との協議により、本年度の活動方針を
 確認した。

第2四半期

（7月～9月）

・学校運営委員会設置校の白銀小、寺崎
 小、下志津小、臼井南中、南志津小、和田
 小、臼井小、佐倉東中、上志津中における
 学校運営委員会の活動状況を把握し、支援
 する。

【各学校運営委員会議開催数+(各種委員会開催数)】
白銀小１回+(委員会５回)、寺崎小２回+(委員会１回)、
下志津小０回+(委員会１１回)、南志津小１回+(委員会３回)、
和田小０回+(委員会４回)、臼井小１回+(委員会４回)、
臼井南中２回+(委員会０回)、佐倉東中２回+(委員会０回)、
上志津中１回+（委員会２回）
・全体的に下部組織の会議が活発に行われた。夏休みの「好
 学チャレンジ教室」のボランティアに参加した組織もあった。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策１】地域の教育力の向上をはかります　

目指すべき施策 ①地域に開かれた学校づくり

事　　業　　名 学校運営委員会を活用した開かれた学校づくりの推進

《事業概要》

　地域に開かれた学校づくりを推進するため、白銀小学校、寺崎小学校、下志津小
学校、臼井南中学校、南志津小学校、和田小学校、臼井小学校、佐倉東中学校、上
志津中学校の学校運営委員会を推進する。学校運営委員会制度は、保護者や地域
住民が学校運営に参画することにより、そのニーズを迅速かつ的確に学校運営に反
映させるとともに、学校・家庭・地域が一体となってよりよい教育の実現に取り組むこ
とができるものである。
　学校運営委員会の成果を各学校に広め、地域の実態に応じ、学校運営委員会準
備校の設置や活動の支援をする。

学校運営委員会の
設置校への支援･協力　9校

9校（100%）

《実施スケジュール》
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（社会教育課）施策1-No5

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　参加受け入れ可能数の範囲で、できるだけ多くの児童に参加してほしいと考
え、日帰り交流会と宿泊交流会の合計参加児童数を目標値とした。欠席者もな
く、目標値を達成することができた。

今後の対応・課題

　ここ数年、抽選となっており、70名近くの子供たちが参加できない状況である。
前年度落選した児童は、本年度全員当選としたが、できるだけ、落選者が減るよ
うな手立てを工夫したり、代替の事業を提供できるようにしたりする等、対策を講
じていきたい。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　今年度も応募者が100名を超え、ニーズの高い事業である。参加者アンケート
では、保護者、児童共に評価が高く、事業の目的は達成できたものと捉えてい
る。弥富地区の知名度向上にも一定の効果を果たしていると考えている。

第3四半期

（10月～12月）

アンケート集計、次年度方向性検討
10月　アンケート集計、結果の考察
　　　　次年度も同様の内容で実施の方向

第4四半期

（1月～3月）
次年度の計画立案

2月　次年度の計画案の検討
　　　　日程仮決定
　　　　　ふれあい交流会　7月27日
　　　　　交流合宿　　　 　  8月19～20日

第１四半期

（4月～6月）

4月  事前打合せ：弥富公民館、弥富小学校
       協力者依頼

5月  プログラム検討

6月  参加者募集

4月　事前打合せ
　　　  14日　弥富公民館および弥富小学校
　　　　随時　各協力者へ依頼
5月　プログラム検討
　　　　振興班で検討、プログラム概要決定
6月　参加者募集
　  　    1日　各校へチラシ配布
　　　  23日　参加者決定32名（応募総数106名）

第2四半期

（7月～9月）

7月　日帰り交流会の実施
 
8月　宿泊交流会の実施

7月28日  ふれあい交流会実施
　　　　　　　　　　　　　（市民体育館・武家屋敷）
　　　　　　　 参加者30名（欠席2名）
　　　　　　　 協力：武家屋敷ガイドボランティア
　　　　　　　　　　　佐倉こどもかるた子都手留会
8月20日　交流合宿実施（弥富公民館）
　～21日　　参加者31名（欠席1名）
            　  協力：食生活改善推進員
　　　　　　　 　　　  青少年相談員

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策１】　地域の教育力の向上をはかります

目指すべき施策 ②地域とのつながりや連携の推進

事　　業　　名 地域性を活かした児童交流の推進

《事業概要》

　小学生同士の交流をねらいとした交流合宿を実施する。夏季休業期間中等に歴史学習、
自然体験、星空観察等、地域性を活かした宿泊体験活動を通して児童の交流を行う。
29年度活動内容
○名称　「佐倉子ども交流合宿IN弥富」
○対象　全小学生
○日時　7月28日（日帰り交流会）
　　　　　 8月20日～21日（宿泊交流会）
○会場　市民体育館・武家屋敷・弥富公民館

交流合宿参加児童数
60名

64名（100%超）

《実施スケジュール》
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（社会教育課）施策1-No10

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　子育て理解講座が、今後も安定的・継続的に行えるよう、本講座の全校実施数
を目標値とした。今年度も、学校側に協力をいただき、全校で講座を実施するこ
とができた。

今後の対応・課題

　学童期子育て学習、思春期子育て学習の講師については、受講者のニーズに
沿った講座内容を提供していただくよう依頼するとともに、子育て理解講座につ
いては、助産師および各学校の要望等を調整し、全中学校での実施を継続して
いく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　３つの講座について、全ての小中学校で実施し、受講者は総計3,775人であっ
た。学童期子育て講座の事後アンケートでは、家庭教育の大切さを感じた割合
は全校合わせて98％となり、多くの保護者に意義ある学習機会を提供できた。

第3四半期

（10月～12月）

○学童期子育て学習(全小学校）10～11月
○子育て理解講座
　・講座実施

○学童期子育て学習
　　・10月実施校　西志津小・千代田小　他10校
　　・11月実施校　王子台小・上志津小　他8校
○思春期子育て学習
　　・11月実施校　根郷中
○子育て理解講座
　　・10月実施校　南部中
　　・11月実施校　井野中・臼井南中・臼井西中・佐倉中
　　・12月実施校　志津中・上志津中・佐倉東中・臼井中

第4四半期

（1月～3月）

○思春期子育て学習(全中学校）1～2月
○子育て理解講座
　・講座実施

○思春期子育て学習
　　・1月実施校　上志津中・南部中・井野中・
　　　　　　　　　　 志津中・佐倉中・臼井西中
　　・2月実施校　佐倉東中・西志津中・臼井南中

第１四半期

（4月～6月）

○子育て理解講座
　・各校打ち合わせ(4月)
  ・千葉県助産師会との打ち合わせ(5月)
　・講座実施

○子育て理解講座
　　・4月　市内全中学校（１１校）から実施承諾を
　　　　　　いただく。
　　　　　　助産師会との調整、実施日決定。
　　・5月実施校　根郷中

第2四半期

（7月～9月）

○学童期子育て学習
　・講師選定、依頼
○子育て理解講座
  ・講座実施

○学童期子育て学習
　　・9月　講師決定、各小学校に依頼
○思春期子育て学習
　　・7月実施校　臼井中
○子育て理解講座
　　・7月実施校　佐倉中　志津中
　　・9月実施校　西志津中

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策１】　地域の教育力の向上をはかります

目指すべき施策 ③家庭教育の充実

事　　業　　名 子育て講座の開催

《事業概要》

　参加者自らが子育てにおける家庭教育の重要性を認識し、問題解決を図ることが
できるような講座を開設する。
　また、家庭の教育力向上のために活動する団体と連携し、地域教育力の向上と強
化を図る。
　①学童期子育て学習（就学前児童保護者対象）
　②思春期子育て学習（中学校入学前児童保護者対象）
　③子育て理解講座（中学生対象）

子育て理解講座
実施達成率
100％（11校／11校）

100%

《実施スケジュール》
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（ 中央公民館 ）施策1-No17・25

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　市民カレッジは地域で活動できる人材の育成を目指しており、地域活動・ボランティ
ア活動参加者数の累積値を目標値としている。平成29年度は、前年度の目標値
1,182人に卒業生の活動参加見込数（85名×0.8＝68名）を加え1,250人としている
が、毎年着実に、地域活動・ボランティア活動の実践者を増やしている。

今後の対応・課題
　少子高齢化が進む中、入学生の平均年齢も少しずつ上がり、平成29年度は69.2歳
となった。また開設以来初の定員割れになるなど、応募者数が毎年減少しており、原
因の究明とその改善に向けた事業の見直しが必要である。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　事業を計画どおり実施し、大学教授や専門家等による講義をはじめ、話し合い・発
表・体験・実習・学び合い等の学習形態を取り入れて、郷土を学び、市政を学び、ま
ちづくりを考える学習を行い、地域に目を向け、具体的な実践活動ができる人材の
育成を行った。

第3四半期

（10月～12月）

10月1日～12月22日 学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
10月13日 3年福祉コース国際福祉機器展見学
11月15日～11月18日 文化祭
12月15日 1・2年合同公開講演会

10月1日～12月22日 学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
10月25日 3年福祉コース佐倉白翆園見学
11月15日～11月18日 文化祭
12月15日 1・2年合同公開講演会

第4四半期

（1月～3月）

1月9日～2月8日　学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
1月18日 1・2年合同まちづくり実践報告会
1月23日 AM 4年各コース代表発表
　    　    PM 4年合同総長講話
2月 7日 AM 3年合同総長講話
2月10日 修了式・卒業式

1月9日～2月8日　学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
1月18日 1・2年合同まちづくり実践報告会
1月23日 AM 4年各コース代表発表
　   　     PM 4年合同総長講話
2月 7日 AM 3年合同総長講話
2月10日 修了式・卒業式

第１四半期

（4月～6月）

4月14日 入学説明会
5月13日 始業式・入学式
  合同芸術鑑賞会―千葉県警察音楽隊
5月16日～7月26日　 学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日　月2回、
　第4学年 火曜日月2回)

4月14日　入学説明会84人
5月13日　始業式(277人)・入学式(新入生91人)
　合同芸術鑑賞会－千葉県警察音楽隊
5月16日～7月26日　学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)

第2四半期

（7月～9月）

9月1日～9月29日  学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
9月12日 4年情報コース読売新聞東京本社・印
　刷博物館見学
9月19日 4年卒業記念陶芸制作(草ぶえの丘)
9月29日 ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(市民体育館)

9月1日～9月29日  学習(第1学年 毎週 金曜日、
　第2学年 毎週 木曜日、第3学年 水曜日月2回、
　第4学年 火曜日月2回)
9月12日 4年情報コース読売新聞東京本社・印
　刷博物館見学
9月19日 4年卒業記念陶芸制作(草ぶえの丘)
9月29日 ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(市民体育館)

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策１】　地域の教育力の向上をはかります

目指すべき施策 ⑤公民館等の社会教育機能の拡充／⑥地域活動の担い手の育成

事　　業　　名 市民カレッジ事業

《事業概要》

  4年制の市民カレッジを開講し、高齢者教育を行う。
  第1・2学年をであい課程（各学年2クラス、1日/週）、第3・4学年を専攻課程（福祉・歴
史・情報・元気の4コース、2日/月）として学習を進める。
  事業実施にあたっては公民館運営審議会を開催し、有識者による委員から意見を聴
取する。
　地域で活動する人材の育成を図る。

市民カレッジ在籍中及び卒
業後のボランティア団体活
動等への参加者(延人数)
1,250人

1,357人
（100％超）

《実施スケジュール》
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（臼井公民館）施策1-No24、8-No7

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　Ａ 質的自己評価　A 数的自己評価　Ａ

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策
【施策１】　地域の教育力の向上をはかります／
【施策８】　様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります

目指すべき施策 ⑥地域活動の担い手の育成／①生涯学習の推進

事　　業　　名 コミュニティカレッジさくら・さくら学び塾の運営

《事業概要》

　新しい佐倉の人づくり、地域づくりを目指し、学び、伝え、地域に活かすことを目的
とし、自ら居住する地域の中で役に立つような実践を行い、地域づくりに参画いただ
ける市民を育成・養成する。
①2年制のコミュニティカレッジさくらの開設(開設に向けての準備、運営)
②さくら学び塾の開設

さくら学び塾講座6講座
コミュニティカレッジさくら

講座実施88単位

さくら学び塾講座6講座
コミュニティカレッジさくら

講座実施88単位

《実施スケジュール》

第１四半期

（4月～6月）

○コミュニティカレッジさくら
　　4月　広報掲載、募集要項配布　受付
　　5月　抽選会、学生決定、入学式
　　6月　講座実施
○さくら学び塾
　　4月　担当者打ち合わせ
    6月　講師募集、広報掲載、説明会
　　　　　講師募集締切

○コミュニティカレッジさくら
　　4月　新受講生募集受付
　　5月　学生決定（6日）、入学式（20日）
　　6月　講座実施（10日　1年生）（25日　2年生）
○さくら学び塾
    4月 担当者打ち合わせ　（10日）
    6月　講師募集、広報掲載、説明会（13日）
　　　　　講師募集締切

第2四半期

（7月～9月）

○コミュニティカレッジさくら
　　7月　講座実施
    8月　講座実施
　　9月　講座実施
○さくら学び塾
　　7月　講師募集締切、審査、講師決定
　　　　　講師との打ち合わせ、講師塾開設

○コミュニティカレッジさくら
　　7月　講座実施（8日 1年生）（16日 2年生）
           さくら学び塾講師塾参加（22日）
    8月　講座実施（26日 1年生）（27日 2年生）
　　9月　講座実施（16・24日 1年生）（10･24日 2年生）
○さくら学び塾
　　7月　講師審査会実施（6日 書類審査・13日 面接審査）
　　　　　 さくら学び塾講師塾実施（22日・29日）
　　8月　市民講師との詳細打ち合わせ

第3四半期

（10月～12月）

○コミュニティカレッジさくら
　10月　講座実施
　11月　講座実施
　12月　講座実施
○さくら学び塾
　10月　受講生募集
　10月～3月　さくら学び塾実施（各公民館）

○コミュニティカレッジさくら
　10月 講座実施（14日 1年生）（8日 2年生）
  11月 講座実施（11日・25日 1年生)(26日 2年生）
  12月 講座実施（9日･16日 1年生）（10日・17日 2年生）
○さくら学び塾
  10月　受講生募集（1日）
  10月　講座実施：根郷(10月14日～11月11日）
                          弥富(10月29日～11月12日)
  11月　講座実施：和田(11月5日～2月18日）
                          中央(11月11日～1月27日）
                          志津(11月12日～1月14日）
                          臼井(11月18日～12月16日）

第4四半期

（1月～3月）

○コミュニティカレッジさくら
　 1月　講座実施
　 2月　講座実施、修了式
○さくら学び塾
　 3月　担当者打ち合わせ

○コミュニティカレッジさくら
　1月 講座実施（13日 1年生）（21日 2年生）
  2月 講座実施（11日 1･2年生合同）
        修了式（18日）
  3月 コーディネーター養成講座実施（23日）
〇さくら学び塾
　1月　講座実施：中央（1月13日・27日）
　　　　　　　　　　　志津（1月14日）
　　　　　　　　　　　和田（1月20日）
  2月　講座実施：和田（2月18日）

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　コミュニティカレッジさくら（月2回程度）は計画通りに実施することができた。さくら学
び塾（各公民館1講座）についても計画通り6講座を開催し、延べ497人の参加があっ
た。

今後の対応・課題
コミュニティカレッジさくら、さくら学び塾いずれも、次年度も継続して開催し、参加者が
増加するよう努めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　コミュニティカレッジさくらでは１・２年生が、地域づくりの人材育成を目指し講座を実
施し、4期生19名が2年間の学習課程を修了した。さくら学び塾では、公募市民講師と
受講生が共に学び、考え、お互いが成長していくための市民講座を6講座実施した。
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（ 教育総務課 ）施策2-No29

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　B 質的自己評価　B 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　平成２６年度の参加者数（143名）より増加することを目標としている。広報、ホー
ムページのほか市民意識調査に合わせた事業の周知や、チラシ配布等行ったこと
により、参加者数の増加につながった。

今後の対応・課題
　市民一人ひとりが佐倉の教育について考え、意見、提案する機会を設けるととも
に、いただいた教育に対する意見や提案を、今後の教育施策に活かしていく。今
後も参加者数を増やすため、周知方法の検討や、より一層の充実に努めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　開催回数・地区を２回・２地区とし、参加人数は目標値を達成した。実施内容につ
いて、アンケート結果では、概ね有意義であったとの回答であった。佐倉中学校で
は、避難所の運営等について、中学生も加えた意見交換を実施し、内容の充実に
つながった。

第3四半期

（10月～12月）

教育懇話会開催周知：広報掲載・HP掲載

教育懇話会開催結果：HPに掲載

教育ミニ集会・教育懇話会開催
①10月7日(土)佐倉中学校　参加者124人
　テーマ「社会性の確立
             ～家庭・学校・地域の役割～」
②11月11日(土)井野中学校　参加者75人
　テーマ「地域と連携して育む中学生のモラル
　　　　　　について」
教育懇話会開催結果：HPに掲載

第4四半期

（1月～3月）

平成30年度 教育懇話会開催希望照会
　（教育ミニ集会、教育講演会等との共催等）
　（幼小中学校長宛）

平成３０年度 教育懇話会開催希望照会
　（教育ミニ集会、教育講演会等との共催等）
　（幼小中学校長宛）

第１四半期

（4月～6月）

 
教育懇話会開催校の決定
 
教育ミニ集会実施校との調整

市民意識調査に合わせて案内文を同封

・教育懇話会開催校の決定
　⇒佐倉中学校、井野中学校に決定
・ 教育ミニ集会実施校との調整
　（５月 佐倉中学校、井野中学校と協議・調整）
・市民意識調査に合わせて事業の案内文を同封
　するよう関係課と調整

第2四半期

（7月～9月）

教育ミニ集会実施校との調整

新たな周知方法の検討

教育ミニ集会実施校との調整
〔開催日決定〕
　・佐倉中学校　１０月７日
　・井野中学校　１１月１１日
〔周知関係〕
　・広報掲載依頼（１０月１日号、１１月１日号）
　・HP掲載
　・民生委員へ案内チラシ配布

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策２】　　”佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります

目指すべき施策 ①教育に関する市民参加の促進

事　　業　　名 教育懇話会の開催

《事業概要》

　教育懇話会を「佐倉市教育の日」に関連した行事のひとつとして位置づける。
　学校行事である「教育ミニ集会」との共催事業として、保護者はもとより地域住民と
教育委員、教育委員会職員がともに意見交換を行う場を設ける。
　テーマを設定し、グループ（保護者・教員・地域住民で構成）で意見交換を行った後、
グループごとに発表し、教育長が講評を行う。
　佐倉市の教育施策を広く市民に理解してもらうとともに、市民の方々から佐倉の教
育に関する意見や提言をいただき、今後の教育施策に活かすことを目的とする。

教育懇話会への
参加人数

平成29年度：150人

199人
（100％超）

《実施スケジュール》
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（ 教育総務課 ）施策2-No34

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　B 質的自己評価　B 数的自己評価　A

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策２】　　”佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります

目指すべき施策 ③市民との協働事業の推進

事　　業　　名 佐倉市教育の日の趣旨に沿った関連行事の開催

《事業概要》

　今後の佐倉市が多くの人材を育てる「まち」として着実な歩みを続けられるよう、佐
倉市の教育のあり方を市民と共に考え、共に活動することを目的として佐倉市教育
の日を制定した。
　11月16日佐倉市教育の日を中心として、教育関連行事を開催する。

各種関連行事ヘの参加者
平成29年度：22,805人

31,008人
（100％超）

《実施スケジュール》

第１四半期

（4月～6月）

「佐倉市教育の日」の趣旨を市民に周知
（HP更新）

「佐倉市教育の日」の趣旨を市民に周知
（４月　HP更新）

第2四半期

（7月～9月）

 平成29年度　教育の日関連行事照会・集計
（教育委員会各課分）

〔教育の日関連行事周知：広報掲載準備〕

 平成29年度　教育の日関連行事照会・集計
（教育委員会各課分）

９月定例教育委員会議に報告

〔教育の日関連行事周知：10月15日号広報掲載
依頼〕

第3四半期

（10月～12月）

 【平成29年度 教育の日関連行事開催】
 ・11月16日を中心に行事開催
 
 〔教育の日関連行事周知：広報掲載
   10月15日号〕
 
 〔教育の日関連行事周知：HP掲載：10月〕

平成29年度 教育の日関連行事実績照会・
集計　(教育委員会宛)

【平成29年度 教育の日関連行事開催】
・11月16日を中心に行事を開催

〔教育の日関連行事周知：広報掲載〕
10月15日号…各行事の案内を掲載

〔教育の日関連行事周知：HP掲載：10月〕

平成29年度 教育の日関連行事実績照会・
集計　(教育委員会宛)

第4四半期

（1月～3月）

平成29年度 教育の日関連行事実績照会・
集計　(幼小中学校長宛)

平成30年度 教育の日関連学校行事計画
照会　(幼小中学校長宛)

平成29年度 教育の日関連行事実績照会・
集計　(幼小中学校長宛)

平成30年度 教育の日関連学校行事計画
照会　（幼小中学校長宛）

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　平成２６年度の参加者数（21,883名）より増加することを目標としている。対象事
業の拡大を図ったことなどにより、今年度は、対象事業数、参加者数ともに前年
度より増加した。

今後の対応・課題
　市民に「佐倉市教育の日」について、さらに理解と関心を深め、教育への参加
意識を高めてもらうよう、今後とも周知に努めていく。関連行事については、引き
続き、佐倉の特色を活かした事業等の展開と内容の充実に努めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　市民の参加を促進するため「①関連行事の紹介」と「②教育の日の由来」につ
いて、広報・ホームページでの掲載を行い、周知に努めた。佐倉の特色を活かし
た事業を中心として開催し、関連行事の参加者数は目標を達成した。
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（教育センター）施策3-No1

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価  A　 数的自己評価　B

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・基礎学力は確実に定着を図りたい内容を中心に出題し、活用力は習得した知識・技能を
　活用して解決する問題を出題し、望ましいと考える正答率を目標値として設定した。基礎
　学力については、向上に向けた授業改善の工夫が求められる。

今後の対応・課題

・調査結果の分析と授業改善の方向性を、報告書の配付及び各会議等での提案により、学校の実
　態に応じた指導に努める。
・好学チャレンジプリント・テストの改善・充実を図るとともに、その活用の推進を図る。
・校内研修会等で該当校の調査・分析結果を情報提供し、授業改善の手立てとする等、活用を図る。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・報告書を通して指導改善の手立てを示すとともに、前年度の調査結果及び分析結果等
　を報告会、研修会、会議等においてフィードバックを行った。
・平成29年度については、昨年度と比較して基礎学力は同程度であったが、活用力は改
　善の傾向が見られた。

第3四半期

（10月～12月）

・10月に第3回の作成委員会を開催し、今年度
　の調査問題、意識調査の設問を決定する。
・12月に中学3年生の学習状況調査と教諭等の
　意識調査を実施する。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について
　周知を図る。

・10月に第3回作成委員会を開催し、今年度の調査問
　題、識調査の設問最終調整を行い、決定した。
・12月に中学3年生の学習状況調査及び教諭等の意識
　調査を実施した。
・「佐倉学」の調査問題を作成し、配布した。
・好学チャレンジプリントの活用について周知した。

第4四半期

（1月～3月）

・1月に小学校全学年と中学校1、2年生の学習
　状況調査を実施し、調査結果を教育センターで
　取りまとめる。
・2月に第4回の問題作成委員会を開催し、誤答
　や調査結果の分析を行う。分析結果をもとに
　調査報告書を作成する。
・小中学校及び関係各課に報告書を送付する。

・1月に小学校全学年と中学校１、2年生の学習状況調
　査を実施し、調査結果の集計を行った。
・2月に第4回問題作成委員会を開催し、調査結果及び
　誤答の分析を行った。分析結果を考察し、報告書を作
　成した。
・各小中学校及び関係各課に報告書（速報版）を配付
　するとともに、市内平均をホームページで公開した。
　詳細な報告書については、次年度4月に配付する。

第１四半期

（4月～6月）

・過去3年間の経年変化データを配付する。
・学習状況調査作成委員会の国語、算数・ 数
　学、英語、理科の各委員を決定する。
・ 6月に学習状況調査問題作成委員会を 発足
　し、昨年度の問題・結果を吟味して今年度の問
　題作成の方向性を決める。
・好学チャレンジプリントの活用について周知を
　図る。
・好学チャレンジテスト3学期分の作成。

・過去３年間の経年変化データを配付した。
・学習状況調査作成委員会の国語、算数・数学、理科、英語
　の各委員を決定した。
・6月に学習状況調査問題作成委員会を発足し、昨年度の問
　題・結果を見直し、好学チャレンジプリント等との関連を含
　め、今年度の問題作成の方向性を決めた。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について校長会議等で
　周知した。
・好学チャレンジテスト3学期分の作成を進めた。

第2四半期

（7月～9月）

・8月に第2回の作成委員会を開催し、 今年度の
　問題の検討を行う。
・各学校の校内研修会及び教育委員会主催の
　研修会等で、昨年度調査の結果を もとに学力
　向上のための指導・助言を行う。
・好学チャレンジまとめのテストの作成・配付。
・好学チャレンジプリント・テストの活用について
　周知を図る。

・8月に第2回作成委員会を開催し、今年度の問題の作成・検
　討を行った。活用問題については、全面的な検討を行った。
・校内研修会及び教育委員会主催の研修会で資料を提供
　し，次期学習指導要領の観点から学力向上に向けた指導・
　助言を行った。
・教育委員会主催の会議で資料提供及び好学チャレンジプリ
　ント・テストの活用について周知を図った。
・夏季休業の課題及び好学チャレンジ教室の課題として好学
　チャレンジプリント・テストの活用を図った。
・好学チャレンジまとめのテストの作成を進めた。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策３】　確かな学力の向上をはかります

目指すべき施策 ①　確かな学力の向上

事　　業　　名 学習状況調査の実施

《事業概要》

・学習状況調査作成委員会を年間4回開催し、今年度の調査問題の作成及び結
　果の分析・検討を行う。
・昨年度の調査の結果をもとに、各学校の校内研修会や市教育委員会主催の研
　修会において学力向上のための指導・助言を行う。
・各学校に過去3年間の経年変化データを配付し、指導改善の手立てとする。
・調査は、29年12月から30年1月に実施予定。調査実施後は、データの集計及び
　分析を行い、各学校に分析結果を送付し指導法の改善を図る。

正答率
基礎学力90％以上
活用力70％以上

正答率
基礎学力81.5％
活用力70.5％

《実施スケジュール》
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（ 学 務 課 ）施策3-No9

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　B 質的自己評価　B 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　学校支援補助教員を配置し、小規模校における少人数できめ細かな指導を学校
の特色としている。この特色を周知し、区域外からの転入学児童数が６名（１学年１
名相当）となることを、数値目標とした。

今後の対応・課題

　一学年一学級を維持するために、小規模特認校の周知として、こうほう佐倉に児
童募集の広報を行ったが、それ以外の方法も考えていく必要がある。また、引き続
き学校支援補助教員を配置し、少人数によるきめ細かな指導を継続するとともに、
地域と連携した特色ある教育を更に推進していく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　学校支援補助教員1名を配置し、少人数によるきめ細かな指導を実施するととも
に、地域と連携した特色ある教育を推進することができた。数値目標も上回ること
ができた。

第3四半期

（10月～12月）

・本事業の周知・広報活動の実施。
・ポスター・リーフレットの作成及び市内公共
　施設への掲示・配布を行う。
・特認校（弥富小学校）入学希望者随時受
　付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
　きめ細かな指導を行う。

・11/18の弥富小公開授業では、事前にこうほう佐
  倉やチラシ等 で周知をしたこともあり、区域外か
  らの見学者14世帯25名が参加した。
・学校支援補助教員１名を配置し、きめ細かな指
  導に努めた。
・リーフレット（4,000部）とポスター（200部）を作成
　し、市内小中学校等へ配付した。

第4四半期

（1月～3月）

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校（弥富小学校）入学希望者随時受
 付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
　きめ細かな指導を行う。

・ホームページ等により小規模特認校に関する
　市民への周知を図った。
・こうほう佐倉1/15号・2/15号により、児童募集
　の周知を行った。
・学校支援補助教員1名を配置し、きめ細かな指
　導に努めた。

第１四半期

（4月～6月）

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校（弥富小学校）入学希望者随時受
 付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
　きめ細かな指導を行う。

・校長会議において平成２８年度までの状況等
  を説明・周知し、併せてホームページ等により、
　周知を図った。
・学校支援補助教員1名を配置し、きめ細かな指
　導に努めた。

第2四半期

（7月～9月）

・本事業の周知・広報活動の実施。
・特認校（弥富小学校）入学希望者随時受
 付。
・学校支援補助教員を配置し、少人数による
　きめ細かな指導を行う。

・ホームページ等により小規模特認校に関する
　市民への周知を図った。
・学校支援補助教員1名を配置し、きめ細かな指
　導に努めた。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策３】　確かな学力の向上をはかります

目指すべき施策 ③指導の質の向上

事　　業　　名 小規模校学校活力の向上

《事業概要》

   弥富小学校において学校支援補助教員を配置し、学級編成基準を下回ることに
よって発生する複式学級化の解消に向けて、少人数によるきめ細かな指導を行うと
ともに、地域と連携した特色ある教育を推進する。
　また、小規模校の現状を解消するため、引き続き小規模特認校に指定し、市内全
域から児童を受け入れ、児童数を確保するとともに、学校の活性化を図る。

小規模特認校制度によ
る転入学者児童数（全学
年合計）　6名

８名（１００％超）

《実施スケジュール》
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（教育センター）施策4-No15

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】　豊かな心と丈夫な体の育成をはかります

目指すべき施策 ①　心の教育の充実

事　　業　　名 佐倉の地域性を活かした道徳教育の推進

《事業概要》

・道徳教材検討委員会を年間３回開催し、佐倉にゆかりのある人物や佐倉の地域
　性を活かした道徳教材を開発する。
・開発した道徳教材や副読本「佐倉の道徳」について、市内小中学校での活用を
　推進する。
・子どもたちが豊かな心を育み、自己の生き方についての考えを深められるよう、
　道徳教材や副読本「佐倉の道徳」の活用のあり方と資料等の改善について、道
　徳教材検討委員会で検討を行う。

道徳教材や副読本「佐倉
の道徳」を活用した道徳
授業実施率  100％

100%

《実施スケジュール》

第１四半期

（4月～6月）

・６月までに道徳教材検討委員会を発足す
　る。
・校長会議・教頭会議等で、道徳教材や副
  読本の活用と 実践の依頼をする。
・新しい題材及び資料等の改善についての
  検討を行う。

・5月中に委員を決定し、6月に道徳教材検討委員会
　を発足した。
・4月の校長会議・教頭会議で道徳教材や副読本の
 活用と実践について依頼した。
・第1回道徳教材検討委員会で題材内容について検
　討と修正を行い、実践を依頼した。

第2四半期

（7月～9月）

・８月に第２回道徳教材検討委員会を開催
  し、新しい題材の検討を行う。
・教材作成の役割分担を行い、資料作成及
  び授業実践を依頼する。

・8月に第2回道徳教材検討委員会を開催し、現
　状の把握と改善点等について検討を行った。
・教材作成の役割分担を行い、6校で授業実践
　を行うこと及び資料作成の日程を確認した。

第3四半期

（10月～12月）

・11月に第3回道徳教材検討委員会を開催
  し、新しい題材の検討を行う。
・授業実践を通して、資料等の改善につい
  ての検討を行う。

・１１月に第３回佐倉学道徳教材検討委員会を
　開催し、新しい題材の検討を行った。
・資料等の改善について検討を行うとともに、授
　業実践の日程等を協議した。
・各学校の副読本ならびに道徳教材の活用状
　況について調査を行った。

第4四半期

（1月～3月）

・道徳教材検討委員会の報告をまとめ、次
　年度の方向性を確認する。
・各学校の道徳教材ならびに副読本の活用
  状況を調査する。

・道徳教材検討委員会の報告をまとめ、次年度
　の方向性を確認した。
・道徳教材ならびに副読本の活用状況調査結
　果を取りまとめた。
・開発した道徳教材を用いた授業を実践し、内
　容確認と修正を行った。
・開発した道徳教材について配付準備を行った。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・佐倉ならではの道徳教育の充実を目指し、佐倉独自の道徳教材及び副読本を活用し
　た道徳授業を全小中学校で実施することを目標として設定した。
・各教材を活用した道徳授業について、全小中学校を対象に活用状況の調査を行い、
　教材別、学年別の活用状況や指導資料の課題等について意見を求め、分析を行った。

今後の対応・課題
・次年度より、新学習指導要領が小学校で施行されることを受け、これまでに
　作成した道徳教材について内容の見直しを図るとともに、新学習指導要領に
　合わせた新しい指導資料等の改訂を行う。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・当初の計画通り、道徳教材検討委員会を開催し、教材作成に向けての研修
　及び内容の検討、授業実践を行った。
・市内全小中学校で道徳教材や副読本「佐倉の道徳」を活用した道徳授業を
　行った。
・開発した道徳教材の配付を行った。
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（教育センター）施策4-No21

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

 事業の総合自己評価   A　    質的自己評価   A 　   数的自己評価   A　

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成の実態を把握し、作成率の向上に努め
  ることができた。
・特別な支援を要するすべての幼児児童生徒に対し、個別の指導計画を作成することが
　できた。

今後の対応・課題

・特別支援教育支援員については、幼児児童生徒の園や学校での実態や保護者の意見
  等を充分把握し、より適切な配置に努めていく必要がある。
・個別の教育支援計画を踏まえて具体的で適切な個別の指導計画が作成できるよう、個
　別の教育支援計画の作成率を向上させていく必要がある。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
・幼児児童生徒の実態を把握し、学校の要望を実現した支援体制を整えた。
・４５名の支援員を適正配置し、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細やかな支援を
  行うことができた。

第3四半期

（10月～12月）

・第1回佐倉市教育支援委員会を開催する。
・第2回佐倉市教育支援委員会を開催する。
・特別支援教育支援員の面接を実施し、来年度
  の雇用や配置計画を立案する。
・訪問指導等の中で、実際の指導状況を確認し
  て改善点を明らかにするとともに、支援員の適
  切な支援方法について指導する。

・教育支援委員会を開催し、関係各機関からの情報交
　換を含めた話し合いを行い、適正な就学に向けた審
　議を行った。
・特別支援教育支援員との面談を実施し、職場での業
　務状況を把握すると共に、次年度の雇用希望等を確
　認した。
・訪問指導等の中で、特別支援教育における合理的配
　慮のあり方について確認し、支援員の適切な支援方
　法を指導した。

第4四半期

（1月～3月）

・第3回佐倉市教育支援委員会を開催する。
・支援員配置による成果と課題を明らかに
  する。
・支援員の面接を実施し、来年度の雇用や
  配置計画を立案する。
・特別な支援が必要な幼児児童生徒数を調
  査する。

・第３回佐倉市教育支援委員会を開催し、児童生徒の
  情報交換を含めた話し合いを行い、適正な就学に向
  けた審議を行った。
・特別な支援が必要な幼児児童生徒の実態を把握し、
  支援員配置による成果と課題を反映させ、適正な配
　置に努めた。
・支援員の面接を実施する等、十分な状況把握に努
　め、次年度の配置について検討した。

第１四半期

（4月～6月）

・各幼稚園、小・中学校に在籍している幼児児童
  生徒の実態や特別支援教育体制に応じて、特
  別支援教育支援員45名を配置する。
・訪問指導等の中で、実際の指導状況を確認
  し、改善点を明らかにするとともに、支援員の
  適切な支援方法について指導する。
・特別支援教育支援員、特別支援教育担当者の
  研修会を開催する｡

・幼児児童生徒の実態や特別支援教育体制に応じ
 て、特別支援教育支援員45名を配置した。
・配置校23校を訪問し、指導状況を確認するとともに、
 適切な支援方法について指導を行った。
・4月に特別支援教育支援員ならびに特別支援教育
 担当者の研修会を開催した。
・佐倉市教育支援委員会の補欠委員2名を決定した。

第2四半期

（7月～9月）

・各学校の特別支援教育体制の状況を把握し、
  2学期の支援員を配置するとともに支援員の業
  務が適正となるよう確認する。
・訪問指導等の中で、実際の指導状況を確認し
  て改善点を明らかにするとともに、支援員の適
  切な支援方法について指導する。
・特別支援教育支援員、特別支援教育担当者の
  研修会を開催する｡

・訪問や面談、電話等により、各学校の特別支援教育
　体制の状況を把握 し、2学期の支援員を配置すると
　ともに支援員の業務や今後の適正な配置について
　確認した。
・訪問指導等の中で、実際の支援状況を確認 し、支
　援員の適切な支援方法について指導した。
・特別支援教育支援員、特別支援教育担当者の研修
　会を夏季休業中に開催した｡

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】豊かな心と丈夫な体の育成をはかります　

目指すべき施策 ②一人ひとりのニーズに合った教育の推進

事　　業　　名 特別支援教育の推進

《事業概要》

・「佐倉市教育支援委員会」を開催し、特別な支援が必要な幼児児童生徒の就学
　や、支援内容に関して、医師及び学識経験者等の専門的な意見を聴取し、その
　意見を生かして適切な就学指導を行う。
・特別支援学級及び通常の学級に在籍する、特別な支援が必要な幼児児童生徒
　の安全確保及び学習・生活指導の支援をするため、特別支援教育支援員を必要
　性の高い各幼稚園、小・中学校から順に配置する。
・きめ細かな支援により、特別な配慮を要する幼児児童生徒一人一人への教育効
　果を高める。

個別の指導計画作成率
幼稚園及び小中学校特別
支援学級 100％
通常の学級 80％

幼稚園及び小中学校特別
支援学級 100％
通常の学級 100％

《実施スケジュール》
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（教育センター）施策4-No23

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価 A　 質的自己評価　A 数的自己評価　Ａ

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

・学校教育相談員及び心の教育相談員による相談件数は増加している。このことは、心
　の教育相談員が1名増員されたこと、電話による相談対応が充実してきたことによる。

今後の対応・課題

・適応指導教室の運営にあたり、保護者や学校、関係機関等とさらに連携を図り、チーム
  で支援していく必要がある。
・早期によりよい対応・支援ができるよう、関係機関との情報共有を積極的に行う。
・研修会の内容を充実させ、心の教育相談員の資質向上を図る。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

・適応指導教室の運営を通して、不登校児童生徒の居場所づくりを行った。通級している児童生徒
  の数が増加しているが、学校外の居場所として適応指導教室が機能しているともいえる。
・学校教育相談員の指導支援により、児童生徒を学校復帰につなげることができた。
・心の教育相談員の配置により、不登校や対人関係等に関する児童の不安や悩みに対して、早期
  対応につなげることができた。

第3四半期

（10月～12月）

・適応指導教室の運営をとおして、長欠傾向の
  ある児童生徒の居場所を確保し、学校復帰に
  向けての指導・支援を行う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他
  の不安等に対し、面接相談・電話相談・訪問相
  談を実施し、保護者や学校との連携を図り、指
  導・支援を行う。

・面接相談・電話相談・訪問相談を行い、児童生徒の
　不登校、対人関係、いじめやその他の不安等に対
　して、学校や心の教育相談員との連携を図りながら
　指導・支援を行った。適応指導教室に通級している
　児童生徒の居場所を確保するとともに、学校復帰に
　向けた指導・支援を行った。
 （小3名・中24名  12/22現在）

第4四半期

（1月～3月）

・適応指導教室の運営をとおして、長欠傾向の
  ある児童生徒の居場所を確保し、学校復帰に
　向けての指導・支援を行う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他
  の不安等に対し、面接相談・電話相談・訪問相
  談を実施し、保護者や学校との連携を図り、指
  導・支援を行う。
・心の教育相談員の面接を実施し、来年度の配
  置計画を立案する。

・面接相談・電話相談・訪問相談を行い、保護者や学
   校と連携しながら指導支援を行った。
・相談内容や対応について学校及び関係各課と情報
  を共有した。
・学校の状況を把握し、心の教育相談員の来年度の
　配置計画を立案した。
・適応指導教室では、長欠傾向の児童生徒の居場所
  の確保と学校復帰への支援を行った。
（小3名・中28名　3/12現在）

第１四半期

（4月～6月）

・心の教育相談員を小学校8校に配置する。
・適応指導教室の運営に伴う整備、円滑な運営
  を行い、長欠傾向の児童生徒の居場所を確保
  する。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他
  の不安等に対して、面接相談・電話相談・訪問
  相談を実施し、保護者や学校との連携を図り、
  指導支援を行う。

・心の教育相談員8名を8校に配置し、児童や保護者、
　教職員の相談に対応した。
・相談員の学校訪問や保護者面談を行い、適応指導
　教室に通級する児童生徒に対する支援の方法等に
　ついて共通理解を図った。
・適応指導教室に通級している児童生徒18名に適切
　な指導・支援を行っている。
 （小1名・中17名　7/3現在）

第2四半期

（7月～9月）

・適応指導教室の運営をとおして、長欠傾向のある児
  童生徒の居場所を確保し、学校復帰に向けての指
  導・支援を行う。
・小中学校児童生徒のいじめ、不登校やその他の不
  安等に対して面接相談・電話相談・訪問相談を行
  い、保護者や学校との連携を図りながら、指導・支援
  を行う。
・心の教育相談員の研修を実施する。
・市内教職員に対して教育相談基礎講座を開催する。

・面接相談・電話相談・訪問相談を行い，児童生徒の不登
　校、対人関係、いじめやその他の不安等に対して学校との
　連携を図りながら指導・支援を行った。
・心の教育相談員の研修会を実施し、相談対応について共通
　理解を図った。
・適応指導教室の運営をとおして，長欠傾向のある児童生徒
　の居場所を確保するとともに、学校復帰に向けた指導と支
　援を行った。
・教育相談基礎講座を3日間開催し、のべ81名の市内教職員
　が参加した。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】豊かな心と丈夫な体の育成をはかります　

目指すべき施策 ③学校教育相談の充実

事　　業　　名 教育相談の充実

《事業概要》

・小中学校児童生徒のいじめや非行、不登校やその他の不安等に対して、面接相
　談・電話相談・訪問相談を行いながら、保護者や学校との連携を図り、指導・支
　援を行う。
・学校教育相談員による相談活動や適応指導教室の運営をとおして、不登校児童
　生徒の学校復帰、また、居場所の提供、自主性・自発性の育成を目指す。
・不登校・いじめ、虐待への対応など、学校が抱える課題についてスクールカウンセ
　ラー未配置の小学校へ心の教育相談員を配置し、早期発見・早期回復を目指す。

教育相談件数
3,850件

4,541件
（100％超）

《実施スケジュール》
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（　指導課　）施策4-No24

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　B 質的自己評価　B 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　いじめの認知については積極的に行うよう努めている。その上で、毎月、各学校の
いじめの状況について調査を行い、いじめの認知件数や取組状況を把握し、いじめ
の解消率を算出している。解消率は目標値を上回ることができた。

今後の対応・課題
　国のいじめ対策推進法の改定に伴い、市の基本方針の改訂も進めていく。今後も
外部機関等との連携を強化するとともに、日常生活における子供の人権意識の高
揚に努めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　いじめ問題対策連絡協議会及びいじめ対策調査会を組織し、開催できた。いじめ
防止子供サミットや人権集会の開催を通して、子供たちの人権意識の高揚に努め
た。学校支援アドバイザーを各学校に派遣し、いじめを始め生徒指導の諸問題に対
し指導・助言を行った。いじめの状況について毎月調査を行い、状況の把握と分析
に努めた。

第3四半期

（10月～12月）

・いじめ防止子供サミットを受けた人権集会を、
 各学校ごとに開催する。
・第２回いじめ対策調査会開催を関係者に周知
 する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・各校において人権週間の時期を中心に人権集会を開
 催した。
・第２回いじめ対策調査会の開催を関係者に周知した。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を開始した。
・学校支援アドバイザー会議を１０月１１日、１１月９日、
 １２月１１日に開催した。
・いじめ月例報告を集計分析した。

第4四半期

（1月～3月）

・第2回いじめ対策調査会を開催する。
・学校支援アドバイザーの巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催す
 る。
・いじめの月例調査を実施する。

・第２回いじめ対策調査会を開催した。
・学校支援アドバイザーの巡回支援を行った。
・学校支援アドバイザー会議を１月１８日、２月９日、
 ３月８日、３月２７日に開催した。
・いじめ月例調査を集計分析した。

第１四半期

（4月～6月）

・いじめ問題対策連絡協議会を組織し、開催に
 ついて周知する。
・いじめ対策調査会の委員を選考し、開催につ
 いて周知する。
・全小中学校を訪問し、校内生徒指導研修会を
 開催する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を開始
 する。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・関係機関や関係団体等に協力を依頼し、いじめ問題対策
 連絡協議会の開催に向けての準備を行った。
・いじめ対策調査会の委員を選考し、開催に向けて準備を
 行った。
・４月から６月にかけて全小中学校を訪問して、生徒指導研
 修会を開催し、佐倉市いじめ防止基本方針及び生徒指導
 マニュアル等の周知徹底に向けて指導・助言した。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を開始した。
・学校支援アドバイザー会議を４月5日、5月11日、6月9日
 に開催した。
・いじめ月例報告を集計分析した。

第2四半期

（7月～9月）

・いじめ問題対策連絡協議会を開催する。
・第1回いじめ対策調査会を開催する。
・第3回いじめ防止子供サミットを開催する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を行う。
・学校支援アドバイザー会議を毎月開催する。
・いじめの月例調査を実施する。

・７月１４日に第１回連絡協議会を開催した。
・８月１０日に第４回いじめ防止子供サミットを開催し、
 ３４名の児童生徒が参加した。
・８月２１日に第１回調査会を開催した。
・９月から１０月にかけて、いじめ防止子供サミットに参
 加した児童生徒が、各学校で学習内容を集会等で発
 表した。また、学校だよりを通して保護者や地域に周
 知した。
・学校支援アドバイザー会議を各月開催した。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】豊かな心と丈夫な体の育成をはかります　

目指すべき施策 ④いじめ防止の取り組み

事　　業　　名 いじめ防止対策推進事業

《事業概要》

・平成２７年度に策定した佐倉市いじめ防止基本方針に基づき、「佐倉市いじめ問題
対策連絡協議会」及び「佐倉市いじめ対策調査会」を組織し、開催する。
・佐倉市いじめ防止子供サミットを開催する。
・学校支援アドバイザーによる巡回支援を通して、各学校の運営や生徒指導体制の
充実に向けて指導・助言等を行う。
・いじめの月例調査を実施する。

いじめ解消率
95％以上

96%

《実施スケジュール》
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（　指導課　）施策4-No31

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　Ａ

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　目標としている食に関する指導の全体計画の作成学校数について、昨年度に引き
続き目標を達成することができた。

今後の対応・課題
　食に関する指導の全体計画については、次年度も引き続き全校作成の維持を目標
とする。津田仙メニューの献立実施や佐倉市教育の日に関連したメニューの考案、交
流会の機会等を通じて、地産地消や食文化への理解を深め、食育を推進する。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　食に関する指導全体計画の作成学校数は昨年度に引き続き、全校（34校）となり、
達成率は100％となった。津田仙ゆかりのメニューやお殿様献立を実施し、地域の食
文化への理解を深めることができた。「早寝、早起き、朝ごはん」を推奨し、健康教育
を推進した他、地場産物生産者との交流会の実施や、新聞、雑誌に取組等を紹介す
ることで、食育を推進した。

第3四半期

（10月～12月）

・地場産物推進会議を開催し、給食食材へ
  の地場産物の積極的な活用を図る。
・佐倉市教育の日を中心に、佐倉・城下町
  400年記念メニュー「お殿様給食」を全校
  で実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載
　し、啓発活動を行う。

・地場産物生産者との交流会（11月6日）を実施、弥
　富小学校で児童と共に地場産物を活用した給食を
　説明を交えながら食し、食育を推進した。
・佐倉市教育の日（11月16日）を中心に、佐倉・城下
　町400年記念メニュー「お殿様献立」を全校で実施
　した。献立表等で「お殿様給食」を紹介した。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、啓発
　活動を実施した。

第4四半期

（1月～3月）

・全国学校給食週間に「佐倉うまいもの自慢
  学校給食週間」を設け、地場産物を使用し
  た給食を実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載
  し、啓発活動を行う。

・「佐倉うまいもの自慢学校給食週間」の一環として、
　「佐倉市小中学校統一献立」を実施し、家庭で給食
  について語らう機会を作った。
・給食だよりに、給食の歴史や意義についての記事
  を掲載し、「食」について考える機会を作った。

第１四半期

（4月～6月）

・食に関する指導の全体計画を作成する。
・津田仙ゆかりのメニューを全校で実施する。
・食育月間（6月）の各学校の取組を確認する。
・各学校の養護教諭が中心となり、生活習慣
　病予防の個別相談を年間を通して定期的
　に実施する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載
  し、啓発活動を行う。

・食に関する指導の全体計画の作成、見直しを全校
  に指示した。
・津田仙ゆかりのメニューを全校で実施した。
・献立表の提出により、食育月間（６月）の各学校の
  取組を確認した。
・各学校の養護教諭が中心となり、個別相談を実施
  した。また、指導課により生活習慣病予防の講演
  会を開催し、医師、栄養士による個別相談を実施
  した。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、啓発
  活動を行った。

第2四半期

（7月～9月）

・食生活調査の実施と肥満傾向児童生徒の
  食生活に関する個別指導を各学校で実施
  する。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載
  し、　啓発活動を行う。

・佐倉市学校栄養士会による食生活アンケート結果
  をもとに　「早寝、早起き、朝ごはん」を推奨した。
・肥満傾向児童生徒の食生活に関する個別指導を
  各学校で実施した。
・給食だより等に食育に関する記事を掲載し、啓発活
  動を実施した。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】豊かな心と丈夫な体の育成をはかります　

目指すべき施策 ⑥学校給食を活かした食育の推進

事　　業　　名 食育の推進

《事業概要》

　学校給食を活かした食に関する指導の全体計画の作成と、食育学習教材を活用し
た健康教育の充実を図る。
　地場産物を活用し、地域に根ざした安全でおいしい特色ある給食の提供と、地域の
産物や食文化について理解が深まるよう、地産地消の推進を図る。
　生活習慣病予防教育の中で、肥満傾向、食物アレルギー等の児童生徒に対して、
食生活についての個別指導の充実を図る。

食に関する指導の全体計
画の作成学校数
34校

34校（100％）

《実施スケジュール》
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（　指導課　）施策4-No36

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　Ｂ 質的自己評価　Ｂ 数的自己評価　Ｂ

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　体力向上の成果値として、運動能力証、新体力テストの結果を用い、過年度数値
より高い目標を設定した。推進計画等に基づき、取り組んでいく。

今後の対応・課題
　運動の日常化や運動に親しむ資質や能力の更なる育成を目指し、全体的な体力
の向上を図っていく。また、各学校ごとにテスト結果を基にした分析を行い、課題に
あった体力向上策を検討、実践するよう働きかけていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　新体力テストの結果を基に、体力向上推進会議など、各学校の実態に応じた体
力向上への取組を推進した。運動能力証（中学校のみ）・体力優良証合格率が、昨
年度を下回ってしまった。新体力テストにおける種目別の傾向として、握力、投力、
跳躍力に課題が残る。

第3四半期

（10月～12月）

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
 校ごとに継続的に取り組む。
・第63回佐倉市文化祭小中体育大会を開催
 する。
・新体力テストの結果の分析を行う。

・10月27日、市内全小中学校から2,340名の選手が
 参加し、小中体育大会を開催した。
・運動能力証・体力優良証の受証率をここ数年と対
 比し、新体力テストの各種目における状況を分析
 した。

第4四半期

（1月～3月）

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
 校ごとに継続的に取り組む。
・全小中学校で体力向上推進会議を開催す
 る。
・各学校の体力向上推進会議結果を分析し、
 市の状況について成果と課題を整理する。

・各学校ごとに体力向上委員会を開催し、自校の状況
 を整理した。
・各学校に、新体力テストの結果と市の課題を提示し
 た。
・体力向上に向け、各学校で遊・友スポーツランキン
 グちばや体育の授業マイスターDVDを効果的に活用
 している学校を紹介し、他校でも積極的に活用するよ
 う研修会で指導した。

第１四半期

（4月～6月）

・各学校の体育主任を対象に体力向上推進
 会議を開催し、佐倉市の児童生徒の新体力
 テストの結果を基に子どもたちの体力の現
 状の分析を行う。
・各学校で分析した結果を基に、体力向上推
 進計画を立てる。
・7月までに全国体力・運動能力、運動習慣
 等調査を全校で実施する。

・全小中学校の体育主任を対象に、4月14日に体
 育主任会議を開催した。平成28年度の新体力テ
 スト結果、運動能力証交付状況を説明し、今年度
 の取組方針を示した。
・各小中学校ごとに、新体力テストの分析結果を基
 に、体力向上推進計画の立案を指示した。
・各小中学校ごとに、小学５年生と中学２年生を対
 象に、全国体力・運動能力、運動習慣等調査を実
 施した。

第2四半期

（7月～9月）

・体力向上推進計画に基づいて、各小中学
 校ごとに継続的に取り組む。
・各学校ごとに体力向上推進会議を開催し、
 取組状況の情報交換を行う。
・教職員対象の体育実技研修会を開催し、
 課題克服のための研修会を実施する。

・8月24日、各学校の体育主任を対象に体育主任
 会議を開催し、中学校区ごとに集まって各校の体
 力向上に向けた具体的取組について情報交換した。
・8月24日、柔道の安全講習会を開催し、安全な柔
 道指導の実施に向けて講話を聞き、中学校での
 安全な取組だけでなく、小学校での授業に動き作
 りとして取り入れるようにした。

《事業概要》

子どもたちの体力向上を図るため、以下の事柄について取り組む。
・全国体力・運動能力、運動習慣等調査及び新体力テストを実施し、結果の分析と
  指導方法の改善について、体力向上推進会議で検討する。
・体力運動能力の数値目標を設定し、バランスよい体力の向上に取り組む。
・佐倉市文化祭小中体育大会（学級対抗リレー大会）を開催する。
・体育実技研修会を開催し、教員の指導技能の向上を図る。

優良証    　　　30％
Ａ判定　小学校35％
　　　　　中学校30％

優良証    　　　26.7％
Ａ判定　小学校36.0％
　　　　　中学校26.4％

《実施スケジュール》

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策４】豊かな心と丈夫な体の育成をはかります　

目指すべき施策 ⑥児童生徒の体力向上の推進

事　　業　　名 児童生徒の体力向上の推進
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（　指導課　）施策5-No4・7

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　B

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策５】「佐倉学」の推進をはかります　

目指すべき施策 ②「佐倉学」の推進／③地域教材を活用した学習の推進

事　　業　　名 学校教育における佐倉学の推進

《事業概要》

　佐倉市には，佐倉の豊かな恵み（人物，歴史，自然，文化）を学ぶ「佐倉学」があ
る。体験活動を通して「佐倉学」を学ぶことで，好学進取の気風を育み，郷土に対す
る誇りや，思いやりの心を持ち，豊かな想像力と発信力を備えた児童生徒の育成を
図る。そして，次代を切り開き，各分野で活躍できる人材の育成を目指す。
・市内全小・中学校で教育課程の中に佐倉学を位置づけ，教科等で実践する。
・佐倉学研修会を開催し，佐倉学への理解促進を図る。
・第１回佐倉学検定を実施する。

児童生徒の佐倉の歴史
や自然への興味がある
(小3～中3)　70％

佐倉の歴史や自然に興
味がある　62.8%

《実施スケジュール》

第１四半期

（4月～6月）

・佐倉学副読本「ふるさと佐倉の歴史」を活
 用し、指導の充実を図る。
・全小中学校の教育課程の編成に、佐倉学
 を位置付けるよう指導する。
・佐倉学の授業モデル作成に向けて、研究
 モデル校を指定する。
・佐倉学検定実施に向け、佐倉学検定作成
 委員会議を開催する。

・全小学校の６年児童に改訂版佐倉学副読本「ふ
 るさと佐倉の歴史」を配付した。
・校長会議・教頭会議で、小中学校の教育課程で
 の佐倉学の位置付けについて確認した。
・間野台小学校を研究モデル校に指定し、道徳・社
 会科の時間を中心に、佐倉学指導モデル案の作
 成に取り組んだ。

第2四半期

（7月～9月）

・夏季休業中に、小中学校の教諭を対象に
 した佐倉学研修会を開催する。
・研究モデル校を中心に、佐倉学関係資料を
 活用した授業実践を推進する。
・佐倉学副読本の改訂準備を行う。
・佐倉学検定実施に向け、佐倉学検定作成
 委員会議を開催する。

・8月７日、佐倉学研修会を開催した。午前中は志津コミ
 ニュティセンターを会場に「佐倉学」についての講義、午
 後は井野長割遺跡の見学を行った。
・間野台小学校の３、５年社会科で研究授業を行った。そ
 れに伴い指導、助言を行った。
・８月に第２回佐倉学検定作成委員会で問題作成、実施
 要項の作成を行った。

第3四半期

（10月～12月）

・研究モデル校を中心に、佐倉学関係資料を
 活用した授業実践を推進する。
・佐倉学の周知に努める。
・佐倉学副読本の改訂準備を行う。
・第１回佐倉学検定を実施する。

・12月７日間野台小学校において公開授業研修会
 を行った。１～６年の各学年で、社会科の授業を
 展開した。
・佐倉学副読本に「日本遺産」を追加した。
・１２月第１回佐倉学検定を希望校（小学校９校、中
　学校１校）にて実施した。

第4四半期

（1月～3月）

・佐倉学副読本等の関係資料を活用した授
 業実践を推進する。
・佐倉学副読本改訂版を全小学校に配付す
 る。
・第１回佐倉学検定の結果を通知する。

・佐倉学副読本「ふるさと佐倉の歴史」の改訂準備
 を進めた。（日本遺産のページを追加予定）
・佐倉学リーフレット改訂版を作成した。
・佐倉学検定の結果を関係校に通知した。
・全小学校に佐倉学副読本を配付した。

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　佐倉市学習状況調査において行った意識調査の平成２２年度回答結果【５６．
９％】より向上することを目標としている。授業で「佐倉学」の指導内容を充実させ、
子供たちの関心は高まっている。平成２７年度の調査では６０．３％、平成２８年度
は、６２．１％、平成２９年度は、６２．８％と回答結果は年々向上している。

今後の対応・課題
　「佐倉学」に関する資料収集や情報発信を継続して行っていく。また、佐倉学研修
会の充実を図り、副読本活用方法の工夫、改善を進め、指導の充実を図っていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　全小中学校で「佐倉学」を教育課程に位置付け、社会科、理科、生活科、美術科、
道徳、総合的な学習の時間等の授業を行った。佐倉学副読本「ふるさと佐倉の歴
史」等を活用した授業を展開し、学ぶことの大切さと好学進取の気風を育成してい
る。平成２９年度も佐倉学リーフレット改訂版の配付と研修会等により、教職員の指
導力向上を図った。佐倉学検定を行い「佐倉学」のより一層の振興を図った。
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（ 社会教育課 ）施策5-No5

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価  A　 数的自己評価  A　

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　市民の高い学習意欲に応え、事業の拡充を図っていることから、参加者数はおおむね目標
値を超えている。また、市民意識調査において、「佐倉学を知っている」という割合が20%を超
えたことも継続的な事業展開による効果の一つの表れと考えられる。。

今後の対応・課題
　佐倉学は、学習の幅が非常に広く、カテゴリーも複数ある。受講者アンケート等により、個々
のニーズを把握し、的確な学習内容を選択するとともに、魅力ある講座を実施して、さらに佐
倉学の啓発普及に努める必要がある。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　今年度はじめて、小学生とその保護者向けの佐倉学リレー講座【番外編】を開催し、新たな
参加者層に佐倉学をアピールできた。
　また各公民館においても、特色ある事業を実施し、市民の高い学習意欲に応えた。

第3四半期

（10月～12月）

10月～12月各公民館で事業実施
10月　佐倉学子供作品展
11月　第4回佐倉学リレー講座
12月　第5回佐倉学リレー講座

10月　「根郷ふるさと探訪」（14日）（根郷公民館主催）参加者14名
　　　　佐倉・城下町歴史散策」（25日・11月8日）
　　　　　（中央公主催）参加者7名・8名
11月　第4回佐倉学リレー講座 （6日）参加者76名　「佐倉の地名」
　　　　はじめての城下町を歩く（17日）参加者13名
         市民カレッジ講師（9日） 　2学年97名　 ﾃｰﾏ：佐倉学について
　　　　「こんにゃく作り」（21日）（根郷公民館主催）参加者20名
12月　第１回野村胡堂「町人十万石」（9日）
　　　　　（中央公民館主催）参加者87名
　　　　第5佐倉学回リレー講座 （9日）参加者35名
　　 　　「近代産業と製靴業の業祖　西村勝三」

第4四半期

（1月～3月）

1月～3月各公民館で事業実施
1月～2月「成田道を歩く」
1月　第6回佐倉学リレー講座
2月　第7回佐倉学リレー講座
3月　第2回佐倉学推進会議

1月　成田道を歩く　3日間の2ｺｰｽ（9～30日）　延べ参加者 122名
　　　「総武本線と文学」（23日）　（根郷公民館主催）参加者52名
　　　「鉄道を活かしたまちづくり」（27日）
　　　　（根郷公民館主催）参加者86名
2月　第6回佐倉学リレー講座（17日）　参加者231名
　　　「幕末明治期を生きた佐倉の人々」
3月　第2回野村胡堂「町人十万石」（17日）
　　　　（中央公民館主催）参加者120名
　　　「カメラで覗いた印旛沼－花鳥風月露小雪－」（17日）
　　　　（中央公民館主催）　参加者46名
　　　「佐倉藩堀田家の江戸屋敷」（22日）
　　　　（中央公民館主催）　参加者115名
　　　「古今佐倉真佐子を歩く」（25日）　（中央公主催）参加者18名

第１四半期

（4月～6月）

年間事業計画の調整
4～6月各公民館で事業実施
5月　第1回佐倉学推進会議

4月　公民館主事連絡調整会議(10日）　各公民館の佐倉学事業計画
　　　「根郷ふるさと探訪」（22日）　（根郷公民館主催）参加者19名
5月　第1回佐倉学推進会議(17日）
  　担当課：社会教育課、文化課、指導課、教育センター、公民館、図書館
　　　 各課の事業計画及び情報交換
5月　第１回公民館主事等研修会（22日）　公民館職員の佐倉学研修

第2四半期

（7月～9月）

7～9月各公民館で事業実施
7月　第1回佐倉学リレー講座
8月　第2回佐倉学リレー講座
9月　第3回佐倉学リレー講座

7月　第1回佐倉学リレー講座（9日） 参加者108名
      　 「郷土の先覚者航空・飯沼金太郎の生涯」
8月　佐倉学リレー講座特別編（6日） 参加者256名
       　「WHO IS SEN？　～近代日本の先駆者～」
　　 　第2回佐倉学リレー講座（3日） 参加者284名
　　　　 「土井利勝と御成街道」
　　　 佐倉学リレー講座番外編（3日） 参加者109名
      　 「佐倉にまつわる不思議な、ふしぎな話」
9月　第3回佐倉学リレー講座（3日） 参加者94名
　　　　「城下町佐倉の秋祭りガイド入門」

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策５】「佐倉学」の推進をはかります　

目指すべき施策 ②「佐倉学」の推進

事　　業　　名 社会教育における佐倉学の推進

《事業概要》

　社会教育課、公民館、図書館等の社会教育関連部署において「佐倉学」に関する
事業を実施する。
平成29年度活動内容（予定）
・「佐倉・城下町400年記念事業リレー講座」全7回
・「成田道を歩く」3日間×2ｺｰｽ　全6回
・「印旛沼」全2回
・「佐倉学歴史講演会」など

佐倉学事業
参加人数（年間）

3,900人

4,574人
（100%超）

《実施スケジュール》

- 40 -



（ 文 化 課 ）施策6-No8

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　Ａ　 質的自己評価　Ａ 数的自己評価　Ａ

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　過去の実績から数値目標を設定した。屋外の普及事業など天候に大きく左右されることも
多く、昨年度を下回る事業もあったものの、全体として数値目標を達成することができた。

今後の対応・課題

　文化財班の減員と学校からの要請の増加によって普及事業の業務量が増加している。甲
冑試着会はボランティアガイドや他課職員の協力によって年度あたり１回を８回に増加させ
ているが、さらなる大幅な回数増にはボランティアの協力とともに、施設管理員の増員等も検
討課題となっている。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　数値目標を上回る参加者人数を達成した。甲冑試着会は前年度より多く実施するととも
に、体験用甲冑を追加し内容の充実を図った。また、小中学校授業への講師派遣や中学校
職場体験の受け入れなど文化財を活用して学校教育を支援した。

第3四半期

（10月～12月）

・観月の夕べ（旧堀田邸）
・文化財施設特別公開：11月3日
　（旧堀田邸・武家屋敷）
・甲冑試着会：11月23日（武家屋敷）
・時代まつり甲冑試着会
・旧平井家住宅臨時公開
・文化財学習会
・白銀小 土器焼き講師派遣
・市民カレッジほか講座講師

・酒々井千葉氏まつり甲冑試着会：10月1日43人
・観月の夕べ（旧堀田邸）：10月4日85人
・旧平井家住宅臨時公開10月13～15日867人
・旧堀田邸月ヨガ：10月21日21人
・文化財施設特別公開：11月3日251人（旧堀田邸96人・武家
　屋敷132人・順天堂23人）
・甲冑試着会：11月3日（武家屋敷）36人
・千葉大学道の駅祭り佐倉藩兜体験：11月3日78人
・時代まつり甲冑試着会：11月11日39人
・市民カレッジほか講座講師
・職場体験：根郷中、臼井南中、佐倉中、佐倉東中

第4四半期

（1月～3月）

・文化財施設特別公開：2月11日
　（旧堀田邸・武家屋敷）
・甲冑試着会：2月11日（武家屋敷）
・佐倉学歴史講演会
・ひな人形展示：2月～3月3日　（旧平井家住
　宅）
・市民カレッジほか講座講師
・本佐倉城跡見学会
・佐倉・城下町400年記念事業総合展示「城と
　町と人と」：2月27日～3月25日

・文化財施設特別公開：2月11日728人（旧堀田邸270人・武家
　屋敷319人・順天堂139人）
・甲冑試着会：2月11日（武家屋敷）45人、3月17日（山車祭り）
　40人
・佐倉学歴史講演会：2月17日231人（歴博講堂）
・旧平井家住宅ひな人形展示：2月～3月
・佐倉城下町400年記念総展示：2月27日～3月25日5,049人
・ぶらり佐倉検定＠美術館：3月3日19人
・佐倉城下町400年記念総展示シンポジウム：3月17日81人
・武家の弓術刀術演武会：3月10日520人
・本佐倉城跡見学会：3月11日110人
・弥富小３年社会科：1月23日7人
・寺崎小３年社会科：2月27日66人

第１四半期

（4月～6月）

・文化財施設特別公開：4月29日
　（旧堀田邸・武家屋敷・順天堂記念館）
・端午の節句甲冑試着会：5月5日
　（武家屋敷）
・旧堀田邸庭園事業
・白銀小 歴史～土器制作教室講師
・市民カレッジほか講座講師

・文化財施設特別公開：4月29日500人（旧堀田邸201人・武家
　屋敷185人・順天堂114人）
・甲冑試着会：4月29日35人、5月5日55人（武家屋敷）
・旧堀田邸庭園事業：5月20日ガーデンヨガ44人、演奏会136人
・白銀小6年歴史：6月6日30人
・白銀小6年土器制作成形：6月28日30人
・市民カレッジ講師・千葉大学歴史学コース研修講師

第2四半期

（7月～9月）

・文化財施設特別公開：9月21日
　(旧堀田邸・武家屋敷）
・甲冑試着会：9月21日(武家屋敷）
・旧堀田邸活用庭園事業
・市民カレッジほか講座講師

・佐倉東小6年総合学習：7月11日40人
・宝さがしゲーム：7月22日～8月31日183人
・おはやし演奏会：8月19日75人
・白銀小6年土器制作焼成講師：9月13日30人
・文化財施設特別公開：9月18日600人（旧堀田邸242人・武家
　屋敷250人・順天堂108人）
・甲冑試着会：9月18日（武家屋敷）38人
・ぶらり佐倉検定@れきはく：9月23日22人
・職場体験：臼井中

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策６】　新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります

目指すべき施策 ①新たな学ぶ意欲の喚起

事　　業　　名 文化財普及活動の推進

《事業概要》

　文化財や歴史・文化資産を市内外に周知するため、各種の普及事業を実施する。

　各種見学会、文化財施設の特別公開（順天堂は資料の特別公開）、甲冑試着会、
観月の夕べ、旧堀田邸庭園活用事業、歴史講演会、市民カレッジ・公民館等の講座
へ講師派遣

見学会、特別公開、講演会、講座等の
参加者数2,500人

10,134人（100%超）

《実施スケジュール》
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（ 文 化 課 ）施策6-No10

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価 Ａ　 質的自己評価　Ａ 数的自己評価　Ａ

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　これまでの実績から数値目標1件を設定した。平成29年度は数値目標を大幅
に上回る8件を選定した。御神酒所の選定では、制度の目的である「市民による
保全・活用」のとおり７町内会が相互に協議し、歩調を合わせて申請に向けて準
備を進めることができた。特に平成28年度に火災にあった並木町の御神酒所に
ついては、申請・選定が修復への励みとなった。

今後の対応・課題
　今年度は8件を選定したが、今後の周知・活用・継承を確かなものにする必要
がある。御神酒所については、今後の継承のため、先行した２町内会と今年度
の７町内会との協力体制の構築を働きかけていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由 　数値目標を大幅に上回る件数を選定することができた。

第3四半期

（10月～12月）

・市民文化資産運用委員会の開催
・市民文化資産制度の周知
　（市ホームページ、パンフ配布）
・申請物件の調査検討

・市民文化資産制度の周知　（市ホームページ、
パンフ配布）

第4四半期

（1月～3月）

・市民文化資産運用委員会の開催
・市民文化資産制度の周知
　（市ホームページ、パンフ配布）
・申請物件の調査検討

・市民文化資産制度の周知
　（市ホームページ、パンフ配布）
・申請物件の調査検討

第１四半期

（4月～6月）

・市民文化資産制度の周知
　（市ホームページ、パンフ配布）
・市民文化資産申請受付について
　周知（広報紙）

・市民文化資産制度の周知　（市ホームページ、
　パンフ配布）
・市民文化資産申請受付について周知
　（広報紙）
・選定1件（瑞湖山円応寺 臼井八景発祥の地）
・申請相談7件（並木町外6町の御神酒所）

第2四半期

（7月～9月）

・市民文化資産運用委員会の開催
・市民文化資産制度の周知
　（市ホームページ、パンフ配布）
・申請物件の調査検討

・市民文化資産運用委員会の開催
・申請7件（並木町外6町の御神酒所）
・選定7件（並木町外6町の御神酒所）

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策６】　新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります

目指すべき施策 ②歴史文化資産の保全活用

事　　業　　名 市民文化資産の保全と活用

《事業概要》

・佐倉市市民文化資産運用委員会の開催
・市民文化資産の選定
・制度の周知活動
・市民文化資産への支援検討

市民文化資産選定累
計件数13件

20件
（100%超）

《実施スケジュール》
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（ 文 化 課 ）施策6-No11

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価 A　 質的自己評価　A 数的自己評価 A　

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　普及事業を18回（同時開催を含む）実施し、数値目標を大幅に上回った。また、文化
財普及事業では高齢男性の参加が大多数であるが、大型商業施設での開催や体験
型の普及事業では、これまで少数であった家族での参加、小学生の参加が増加し
た。

今後の対応・課題

　現状では史跡見学会や公民館事業での見学、研究者・市民団体からの要請に限定
した公開であるが、常時全面公開に向けて部分公開を段階的に進める。そのための
整備検討委員会や周辺住民への説明会を開催する。また、幅広い世代に周知するた
め普及活動を進める。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　普及事業は、数値目標9回を達成し、歴史の追体験ができるように体験型の講座を
増やした。

第3四半期

（10月～12月）

・草刈委託
・しづ市民大学「井野長割遺跡を学ぶ」
　講師派遣（10月予定）

・志津公民館しづ市民大学「しづ学入門」（11/4、37
　名）
,・志津公民館佐倉学講座　「井野長割遺跡を学ぶ」
　講師派遣（11/29・12/6・13・20、のべ64人）
・井野小教育ミニ集会（11/30）40人
・市民団体見学対応（12/12、15人）
・草刈及び樹木伐採委託
・井野小だより執筆3回

第4四半期

（1月～3月）

・志津公民館佐倉学講座
　「井野長割遺跡を学ぶ」講師派遣（2月予
　定）
・現地見学会

・樹木剪定
・井野小だより執筆2回
・史跡見学会（2/10、106人）
・火起こし・塩作り体験（2/10、84人）
・標柱設置
・目隠しフェンス設置

第１四半期

（4月～6月）

・井野小学校授業講師派遣（5月予定）
・井野小学校総合学習土器作り講師派遣
　（5・6月予定）

・井野小教員研修講師派遣（4/24、40人）
・井野小6年授業講師派遣（6/7・8、121人）
・井野小6年土器制作成形講師派遣　（6/13、121人）
・井野小6年土器制作焼成講師派遣　（7/14、各121人）
・草刈・伐採委託
・井野小だより執筆１回

第2四半期

（7月～9月）

・整備検討委員会
・草刈委託

・市内教員研修講師派遣（8/7、21人）
・井野長割遺跡見学会（8/26、24人）
・井野長割遺跡石斧伐採体験（8/26、15人）
・井野長割遺跡ドキ土器ミュージアム（8/26、イオン
　タウンユーカリが丘、711人）
・草刈
・井野小だより執筆3回

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策６】　新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります

目指すべき施策 ②歴史文化資産の保全活用

事　　業　　名 井野長割遺跡の保全・整備と活用

《事業概要》

  井野長割遺跡の管理、調査を行い、調査・整備計画を検討するとともに、市民への
周知を図る。
・整備検討委員会（市民公募委員を含む）の開催
・史跡管理
・講師派遣

普及事業回数 9回

18回（100%超）

《実施スケジュール》
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（ 教育総務課 ）施策7-No1

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　A 質的自己評価　A 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

体育館屋根落下防止対策事業として、平成31年度末までに3校実施を目標とした。
その第一段階として平成29年度末までに2校の完了を設定したところ、計画通り完
了することができた。

今後の対応・課題 学校施設について、より一層の安全対策を進めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
井野小学校及び佐倉東小学校の体育館屋根落下対策事業について、計画通りに
完了することができた。

第3四半期

（10月～12月）

○体育館の屋根落下防止対策工事の完了
　　(井野小)
○校舎の雨漏り防止工事の完了
　 （内郷小、印南小、上志津中）
○運動場改修工事の完了（佐倉小）
○灯油保管庫整備の完了
　（志津小、印南小、千代田小、小竹小、
    王子台小、臼井中、井野中、佐倉東中、
    根郷中）

○体育館の屋根落下防止対策工事の完了
 　(井野小)
○給水設備等更新工事の完了
　 （弥富小、西志津小、西志津中）
○校舎の雨漏り防止工事の完了（内郷小）
○灯油保管庫整備の完了
   （志津小、印南小、千代田小、小竹小、王子台
    小、臼井中、井野中、佐倉東中、根郷中）
○校舎解体跡地整備工事の完了（南部中学校）

第4四半期

（1月～3月）

○体育館の屋根落下防止対策工事の完了
　（佐倉東小）
○校舎・体育館の雨漏り防止工事の完了
  （下志津小、山王小、志津小）
○校舎解体跡地整備工事の完了
  （南部中学校）

○校舎の雨漏り防止工事の完了
　（上志津中）
○体育館の屋根落下防止対策工事の完了
　（佐倉東小）
○校舎・体育館の雨漏り防止工事の完了
  （下志津小、山王小、志津小）

第１四半期

（4月～6月）

○普通教室等の空調設備導入のための調査
　支援業務の執行（全小中学校）H29～H30

○普通教室等の空調設備導入のための調査
　支援業務の執行（全小中学校）H29～H30

第2四半期

（7月～9月）

○給水設備等更新工事の完了
　  （弥富小、西志津小、佐倉東小、
      王子台小、西志津中）

○給水設備等更新工事の完了
   （佐倉東小、王子台小）
○校舎の雨漏り防止工事の完了 （印南小）
○運動場改修工事の完了（佐倉小）

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策７】安心して学べる教育環境の整備をはかります　

目指すべき施策 ①学校の施設整備の推進

事　　業　　名 小中学校施設の環境整備

《事業概要》

　○体育館の屋根落下防止対策事業を実施。（小学校２校）
　○給水設備等の更新工事を実施。　（小学校４校、中学校１校）
　○校舎・体育館の雨漏り防止工事を実施。　（小学校５校、中学校１校）
　○運動場の改良工事を実施。（小学校１校）
　○灯油保管庫整備工事を実施。（小学校５校、中学校４校）
　○校舎解体跡地整備工事を実施。（中学校１校）
　○普通教室等の空調設備整備のための調査支援業務（全小中学校）

体育館の屋根落下防止
対策事業：２事業

２事業
（100%）

《実施スケジュール》
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（ 学 務 課 ）施策7-No6

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価A　 質的自己評価A　 数的自己評価A　

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　平成２２年度の不審者認知回数をもとに、不審者認知の減少を目指した目標を
設定した。巡回パトロールによる防犯予防効果が表れているものと考える。

今後の対応・課題

　通学路の安全確保にあたり、今後も警備会社による登下校巡回警備を、青色
回転灯装着車を使用して行い、事業強化を図っていく。また、教育委員会事務局
職員による青色回転灯装着車を使用した巡回パトロールについても、継続して
行っていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由

　平成２９年度の不審者認知回数は２３件であった。様々な形態によるパトロー
ル等の成果により防犯意識は向上しているように思う。また，不審者情報を的確
に周知し、委託業者による巡回強化が類似事案の抑止効果につながっていると
思われる。

第3四半期

（10月～12月）

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、
　ユーカリ）を業者委託により青色回転灯装
　着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会事務局職
　員が青色回転灯装着車による巡回パト
　ロールする。

・業者委託による巡回パトロールを継続実施し、毎週
 の報告書により状況を把握した。
・学校より不審者情報があった際は、重点警備を依
 頼し、パトロールの強化を図った。
・教育委員会事務局職員による下校時の巡回パト
 ロールを、青色回転灯装着車で小中学校の課業日
 に実施した。
・野生サルの逸走事案に際しては、関係課と連携し
 て通学路等のパトロールを実施した。

第4四半期

（1月～3月）

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、
　ユーカリ）を業者委託により青色回転灯
　装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会事務局職
　員が青色回転灯装着車による巡回パト
　ロールする。
・次年度の業者委託契約準備を行う。

・業者委託による巡回パトロールを実施し，毎週の報
 告書により状況を把握した。また、学校から報告の
 あった不審者情報を委託業者へ連絡し、周辺の巡
 視強化を行った。
・教育委員会事務局職員による下校時の巡回パト
 ロールを、青色回転灯装着車で小中学校の全課業
 日に実施した。
・次年度の業者委託契約を行い、巡回警備計画につ
 いて確認した。

第１四半期

（4月～6月）

・登下校巡回パトロール計画の作成
・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼
　井、ユーカリ）を業者委託により青色回転
　灯装着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会事務局
　職員が青色回転灯装着車による巡回パト
　ロールする。

・登下校巡回パトロール計画を作成した。
・業者委託による巡回パトロールについては、
　警備実績を管理、必要に応じて重点警備を指
　示した。
・教育委員会による巡回パトロールについて
　は、毎月ほぼ計画通りに実施し、通学路の安
　全を図っている。

第2四半期

（7月～9月）

・登下校に5地区（佐倉、南部、志津、臼井、
　ユーカリ）を業者委託により青色回転灯装
　着車で巡回パトロールする。
・下校時に4地区を、教育委員会事務局職
　員が青色回転灯装着車による巡回パト
　ロールする。

・登下校巡回パトロール計画を作成した。
・業者委託による巡回パトロールについては、
 警備実績を管理、必要に応じて重点警備を指
 示した。
・教育委員会による巡回パトロールについて
 は、毎月ほぼ計画通りに実施し、通学路の安
 全を図っている。

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策７】　安心して学べる教育環境の整備をはかります

目指すべき施策 ③通学路の安全の確保

事　　業　　名 通学路の安全確保

《事業概要》

   小中学校に通学する児童生徒の交通安全や不審者に対する事故防止を推進す
る。
　・業者委託による登下校巡回パトロール
　・青色回転灯装着車による教育委員会事務局職員の下校巡回パトロール

不審者認知回数の
減少
30件以下

23件

《実施スケジュール》
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（ 社会教育課 ）施策8-No15

数値目標等

達成状況 （率）

期　間

事業の総合自己評価　B　 質的自己評価　B 数的自己評価　A

目標値の設定根拠・
達成状況の分析

　当初は、２か月に１回程度の検討会を予定していた。意思決定のための各種
検討と協議を重ねた結果、目標を大きく超える会議を開催した。検討のみにとど
まらず、「基本構想・基本計画」をまとめることができた。

今後の対応・課題
　今後は、（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設として、新町等旧佐倉地区
の活性化にも資する施設としての整備に向け、設計などの事務を進めるととも
に、開館及び開館後の維持管理など、所要の検討を進めていく。

《事務執行にかかる自己点検評価》

評価の理由
　老朽化した佐倉図書館の整備については、年度当初の目標を大きく超え、各
種調整会議を１３回、開催することができた。

第3四半期

（10月～12月）

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設
の整備に向けた関係課調整会議の開催　２
回

１０月２５日　整備方針検討委員会第３回会議
１１月８日　　部長会議
１２月２０日　整備方針検討委員会第４回会議

第4四半期

（1月～3月）

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設
の整備に向けた関係課調整会議の開催　１
回

１月２５日　第２回担当者会議
２月１４日　政策調整会議
２月１４日　総合教育会議
２月１４日　教育委員会議
３月１４日　部長会議
３月１４日　教育委員会議
３月２０日　整備方針検討委員会第５回会議

第１四半期

（4月～6月）

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設
の整備に向けた関係課調整会議の開催　１
回

４月１９日　第１回担当者会議
６月２８日　整備方針検討委員会第１回会議

第2四半期

（7月～9月）

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設
の整備に向けた関係課調整会議の開催　2
回

８月２３日　整備方針検討委員会第２回会議

《計画概要》 《進捗概要》

平成２９年度 事業評価シート　（重点事業）

施　　　　　策 【施策８】　様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります

目指すべき施策 ②社会教育施設の整備の推進

事　　業　　名 佐倉図書館の整備

《事業概要》

（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設の整備に伴う関係課による調整会議を
開催する。 調整会議の開催　６回

13回
（100%超）

《実施スケジュール》
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Ⅴ-1 学識経験者による意見等   （小原 利光 氏・元佐倉市立小・中学校長） 

●「教育委員会の事務執行にかかる点検・評価」について            

  平成２９年度は「佐倉教育ビジョン後期推進計画」の２年目に入り、それぞれの

事業が予想以上の成果をあげられました。前年にＢ評価であったものがＡ評価に転

じた数が増加したことからもそのことがうかがわれます。このことは、教育委員会

職員の並々ならぬ努力のたまものであると受け止めています。 
今後とも教育委員会組織全体の機能を十分に発揮して、佐倉市教育の向上に努め

ていただきますようにお願いします。 
 

●「教育委員の活動状況」について 

  教育長をはじめ教育委員の方々には、佐倉市教育の充実、発展のために、定例会

議はもとより学校訪問、各種行事、研修等に積極的に参加されておりますことに敬

意を表します。学校や教育施設の視察の際は、実情をよく知る機会でありますので、

これからも適切な指導と助言をお願いします。 
 

●「佐倉教育ビジョンに基づく施策内容の点検・評価」について 

 
 ◎「施策（１）地域の教育力の向上をはかります」について 

  児童・生徒の登下校時の見守り活動、交通指導等で毎年延べ１万人を超える地域

ボランティアの協力によって、子どもたちの安全が確保されておりますことは大変

ありがたいことです。ボランティアの高齢化の問題は全国的にも大きな課題となっ

ているようですので、早めの対策を講じていく必要があります。 
  公民館祭の参加者が、目標を１，０００人以上も上回る実績を上げて、佐倉市の

地域交流が積極的に進められていることは大変素晴らしいことです。他市町村の模

範にもなるのではないでしょうか。 
 
 ◎「施策（２）“佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります」について 

佐倉市教育の日の関連行事の開催については、事業数、参加者数が予想よりも増

加していることから、Ａ評価になってもよかったのではないかと思いました。 
今後も佐倉の特色を生かした事業の展開と市民の教育への参加意識の向上に努

めてください。 
 
 ◎「施策（３）確かな学力の向上をはかります」について 

佐倉市が継続して取り組んでいる学習状況調査は、児童・生徒の学力の把握と学

力向上の手立てとするだけでなく、指導する先生方の指導方法の改善に役立ててい

くためにも大変重要です。各学校には結果に一喜一憂するのではなく、そのデータ

を基にして具体的な授業改善に向けて取り組むように、機会をとらえて指導をお願

いします。 
好学チャレンジプリント・テストは基礎学力定着のためにとても有益であると思

います。 
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 ◎「施策（４）豊かな心と丈夫な体の育成をはかります」について 

いじめは人として生きる権利を阻害する行為です。各学校では、いじめを「しな

い」、「させない」、「見逃さない」という意識を、児童会や生徒会などの活動を

通して育て、お互いを尊重できる人権意識の高い子どもたちになってほしいと願っ

ています。そのためにも、学校支援アドバイザー等による適切な指導、助言が必要

です。 
食育の推進については、学校給食を通して佐倉の特色を生かしつつ、将来にわた

る食育の大切さや健康の大切さへの理解を、児童・生徒の保護者に対しても深めて

いきたいものです。 
 

 ◎「施策（５）「佐倉学」の推進をはかります」について 

学校教育や社会教育において、佐倉学がすっかり定着してきていることはとても

喜ばしいことです。社会教育における佐倉学の推進については、市民の意識が高ま

ってきている状況に鑑み、今後の事業も工夫しながら進めていただくようお願いし

ます。 
 
 ◎「施策（６）新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります」について 

佐倉には、文化財をはじめ歴史的、文化的資産が多数存在しています。市民のそ

の資産をより深く学ぼうとする姿勢に応えるために、文化課として様々なイベント

などを実施する努力をしており、その結果が高く評価できます。 
昨年度の大きな行事をきっかけにしてこれからも文化財への関心がますます高

まるように期待します。 
 

 ◎「施策（７）安心して学べる教育環境の整備をはかります」について 

  子どもたちが安全で安心して学校生活を送るために、今後も環境整備を計画的に

進めてください。普通教室等の空調設備導入については、最近の気候の変化等を考

えると子どもたちの健康面への配慮が必要です。 

 

 ◎「施策（８）様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります」について 

  佐倉図書館の整備について、関係課による調整会議を計画以上に実施するなど、

施設整備に向けて市民の強い期待と担当者の熱意を感じます。議論を深めてより良

いものにしてください。 
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Ⅴ-2 学識経験者による意見等      （新谷 俊文 氏・元佐倉市教育次長） 

●「教育委員会の事務執行にかかる点検・評価」について            

  平成２９年度は後期推進計画がスタートして２年目です。平成２９年度の事業に

対する自己評価では重点事業・通常事業ともに総合評価はＡまたはＢであり、多く

の事業で当初の数値目標を達成されたものと判断いたしました。今後も一層努力さ

れ各事業のランクアップをめざしてください。 
 
●「教育委員の活動状況」について 

  定例教育委員会会議、主催事業、学校訪問等への参加などその活動は多岐にわた

っていました。定例会議ではすべての議案が可決されています。今後も現場に出向

くことで教育の現状を捉えて、佐倉の教育の向上のためにご指導いただき、教育行

政の推進を図ってくださるようお願いします。 
 

●「佐倉教育ビジョンに基づく施策内容の点検・評価」について 

 
 ◎「施策（１）地域の教育力の向上をはかります」について 

  地域に開かれた学校づくりでは、新たに上志津中が加わって９校となり、学校・

教育委員会の支援のもと運営委員会議が盛んに開催されたことがうかがえます。よ

り良い教育の実現のためには、地域とのつながりや保護者との協力は欠かせないこ

とだと思います。今後も内容の充実に励み推進してください。 
  
◎「施策（２）“佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります」について 

 教育懇話会が佐倉地区・志津地区で開催され、教育への市民参加を促進したこ

とは意義のあることです。また開催の周知のために民生委員等にもチラシを配布

するなど努力の跡を感じます。達成状況１００％は評価しますが、目標指数が平

成２６年度の参加者１４３名を上回ることを目指した１５０名ということで、や

や設定が低いのではないかと感じました。 
 

◎「施策（３）確かな学力の向上をはかります」について 

  小規模校学校活力の向上では、弥富小学校において児童を確保するための努力

がうかがえます。事業の達成状況は目標を超えており関係者の努力を感じました。

これからも少人数だからこそできる教育を推進し、地域との連携を図りながら特

色ある教育の実現を目指してください。 

 
◎「施策（４）豊かな心と丈夫な体の育成をはかります」について 

  教育相談の充実では、いじめ、非行、不登校、虐待等の早期解決を目指し様々

な相談事業を展開しています。相談件数は数値目標を大きく上回っており関係者

の努力を感じます。しかしながら相談件数が多いということは、それだけ悩みを

抱える児童、生徒が居ることになります。今後も児童、生徒の健全な成長を図る
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とともに、将来にまで心に傷を残させないためにも、相談業務を一層充実させて

くださるようお願いします。 
 

 
 ◎「施策（５）「佐倉学」の推進をはかります」について 

佐倉学が学校教育・社会教育で推進され、学校では子ども達が佐倉の歴史や自然

に興味を持ち、関心が高まっていることは喜ばしいことです。歴史のまち佐倉だか

らこそ出来る教育、そして郷土に対する誇りや愛着心を育むことにより、将来につ

ながっていくことを期待します。 
 
 ◎「施策（６）新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります」について 

文化財普及活動の推進では、見学会、特別公開、講演会、講座等様々な事業が展

開され、参加者が数値目標を大きく上回っており、自己評価Ａは頷けます。文化財

の保全や保護活動は地味な作業でもあり大変な事業だと思います。文化財は、佐倉

の貴重な財産であり、市民に直接視てもらい、体験してもらうことで市民と共に守

っていけたら素晴らしいと思います。 
 

 ◎「施策（７）安心して学べる教育環境の整備をはかります」について 

  小中学校施設の環境整備について、予定された各小中学校の工事が計画通り完了

されたことは、児童、生徒の安全を図る上からも重要なことです。自己評価はＡで

あり事業の成果は良好と判断しました。また、近年は温暖化の影響か猛暑や豪雨が

続いています。子ども達の健康を維持する上からも、普通教室等の空調設備導入の

ための調査支援事業が始まったことは喜ばしいことです。これも計画に沿って進め

られることを期待しています。 

通学路の安全確保では、児童、生徒の交通安全や不審者に対する事故防止を推進

するため、様々な事業が展開されています。防災無線で地域の方々へ児童の安全見

守りを呼びかけ、学校では登下校時に校長先生や関係者が、校門や信号機付近で子

ども達を見守る姿を見かけます。また、教育委員会事務局職員による青パトによる

巡回などを見受けます。こうした努力が不審者認知回数の減少につながったものと

理解します。今後も子ども達の安全を図るため大変ですが継続してください。 

 

 ◎「施策（８）様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります」について 

  生涯学習の推進では公民館や学校施設の開放等、学ぶ場を提供することで、多く

の市民が生涯学習や体力増進、情操の涵養のために利用し参加していました。佐倉

市もすでに少子・高齢化時代をむかえていると思います。市民の健康増進の観点か

らも（仮称）佐倉図書館等新町活性化複合施設整備を含め、研究し、学びの場をよ

り一層充実させてください。 
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Ⅴ-3 学識経験者による意見等   （小林 百代氏・元佐倉市立小学校教諭 

●「教育委員会の事務執行にかかる点検・評価」について 

  教育ビジョン後期推進計画がスタートして２年目が終了し、３年目に入りました。 
報告書を拝見すると、多くの事業で数的評価が上がっており、中には計画期間の

最終年度である４年目の数値目標に到達かと思われる事業もありました。数値だけ

が全てではございませんが、前年度の結果を真摯に受け止めて、それぞれの分野で

改善を加えながらご努力頂いたことが、このような結果に結びついたのではないか

と感服致しました。 
これからも学校・家庭・地域が連携し合って、時代のニーズに合った「魅力ある

佐倉の人づくり 地域づくり」の実現を目指して、各事業の躍進を期待致しており

ます。 
 

●「教育委員の活動状況」について 

  教育委員会会議において、毎年様々な案件が可決されています。公開もされてい

ますが、市民と教育とのパイプ役を担う重要な役割を果たして頂いていることに深

く感謝申し上げます。これからも佐倉市の教育の発展・充実のために、そして子ど

もたちの教育環境の向上のために、ご尽力をお願い申し上げます。 
 
●「佐倉教育ビジョンに基づく施策内容の点検・評価」について 

 

 ◎「施策（１）地域の教育力の向上をはかります」について 

  市民参加の促進という点では、市民カレッジやコミュニティカレッジさくら等に

おいて、地域活動の人材の育成や多くのボランティアの養成が充実していたと思い

ます。また、市内全児童対象の児童交流合宿は、ＰＲの仕方の工夫や内容を改善し

たことで、応募者を多数集めることにつながったのではないでしょうか。 
  その他スクールメールの導入ですが、登録率１００％が物語っているように、保

護者は子供の安全を一番に願っていますし、メールによって親子共々で注意するこ

とができます。このように時代の変化に合わせて改善することは、市民の生活の向

上につながる大切な要素ではないかと思います。 
 
 ◎「施策（２）“佐倉の教育”への市民参加の促進をはかります」について 

  様々な情報を容易に得ることのできる今日、市民に「佐倉市教育の日」の趣旨の

周知や、市民参加の呼びかけを、ＨＰなどへの掲載を継続して行うことで市民に少

しずつ浸透していくことでしょう。さらに、「今後の対応・課題」に記述されてあ

りますように、アンケートを参考に、参加者数の増加や佐倉の特色を活かした事業

内容の充実を図るよう望みます。 

 

 ◎「施策（３）確かな学力の向上をはかります」について 

  佐倉市独自に作成した問題で学習状況調査を継続的に実施し、その結果を分析し

て、さらに改善しながら次年度の学習向上に生かそうとする取り組みは、まさしく

元佐倉市社会教育指導員）
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佐倉ならではの事業ではないでしょうか。その後の報告書の作成・配付は、各学校

での大きな指針になるかと思います。２９年度は活用力が目標値を上回ったとあり

ましたが、先生方や教育委員会の皆さんの地道なご努力の結果だと思います。各学

校で効果的に生かせるよう注目致しております。 

  
 ◎「施策（４）豊かな心と丈夫な体の育成をはかります」について 

「心の教育」はこの事業の根幹をなすものではないでしょうか。その中で、実績

数値１００％の達成状況に、先生方や関係者の皆様に心より敬意を表します。 
特に２９年度は、３０年度の小学校の新指導要領実施を受け、道徳教育に関して

道徳教材検討委員会を発足して、新しい題材や資料等の改善についての検討、まと

め、実践と多大なるご尽力を頂きました。今年度は授業実践を基に、研修・見直し

や改善を加えて頂きながら、佐倉ならではの道徳教育の実現を目指して頂きたいと

思います。 
 

 ◎「施策（５）「佐倉学」の推進をはかります」について 

佐倉学の推進のために、学校や公民館をはじめ美術館においても、一人でも多く

の人に佐倉を理解してもらおうと、色々な方策をとって努力されており頭が下がり

ます。これからも相互に連携をとりながら、推進を図って頂くことを期待します。 
 

 ◎「施策（６）新たな佐倉の魅力の発見と、芸術文化の普及をはかります」について 

歴史のある佐倉の文化財や偉人の功績を後世に伝えよう、普及を図ろうという意

気込みで活動して頂きました。 
市民文化資産の選定については、昨年度までは申請相談を受けるに留まっていた

のが、２９年度は数値目標を上回る件数を選定することができ、素晴らしい結果で

した。今後は対応・課題にありますように、町内会と協力して進めて頂けることを

望みます。 
 

◎「施策（７）安心して学べる教育環境の整備をはかります」について 

教育環境の整備について計画通りに進められ、数値目標に達していることに感謝

申し上げます。児童生徒の安全確保のため、今後も点検・メンテナンス等の充実を

お願い致します。 
通学路の安全確保についても、昨今不審者情報は後を絶たない状況です。他県の

悲しい事件を二度と起こさないためにも、登下校の特に死角になる箇所に留意して

さらなるパトロール強化を、また住民の協力を得ながら常に見守りを継続すること

が重要であると考えます。 
 

 ◎「施策（８）様々な場面で市民が学ぶことのできる機会の提供をはかります」について 

２９年度も様々な学びの場を提供して頂き、ご努力に感謝申し上げます。社会の

成熟化が進み、市民の皆様の学習要求が多様化、高度化してきております。これら

のニーズに応えるためにも、各分野で生涯にわたって学習活動が継続できるような

環境を整えて頂けるよう期待致しております。 
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